
入身転換

��������������������

合 気 道 新 聞 第６９４号平成３０年１１月１０日（１） （毎月１回１０日発行）

第
１６
回
全
日
本
合
気
道
連
盟

講
習
会
（
全
日
本
合
気
道
連
盟

主
催
）
が
１０
月
２０
日
、
第
２７
回

全
東
北
合
気
道
演
武
大
会
（
東

北
合
気
道
連
盟
、
東
北
学
生
合

気
道
連
盟
主
催
）
が
１０
月
２０
・

２１
日
、
と
も
に
青
森
県
青
森
市

の
「
み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム
ス
タ

ジ
ア
ム
」
で
開
か
れ
た
。

来
賓
に
は
、
青
森
副
市
長
前

多
正
博
氏
、
青
森
県

合
気
道
連
盟
顧
問
・

青
森
県
議
会
議
員
高

橋
修
一
氏
、
青
森
市

議
会
議
員
工
藤
健
氏

が
、
臨
席
さ
れ
た
。

東
北
６
県
を
中
心

に
約
２
３
０
人
が
参

加
し
、
日
頃
の
稽
古

で
磨
き
上
げ
て
き
た

技
を
披
露
し
合
い
つ

つ
、交
流
を
深
め
た
。

同
講
習
会
、
同
演

武
大
会
と
も
青
森
県

内
で
の
開
催
は
２
０

０
５
年
以
来
で
１３
年

ぶ
り
。
今
回
新
た
に
制
作
し
た

東
北
合
気
道
連
盟
旗
が
掲
げ
ら

れ
た
。

植
芝
守
央
合
気
道
道
主
が
講

習
会
の
特
別
講
師
を
務
め
、
演

武
大
会
で
は
総
合
演
武
を
披
露

し
た
。

演
武
の
出
場
者
は
、
少
年
少

女
、
高
校
生
、
大
学
生
か
ら
高

段
者
ま
で
各
年
代
に
わ
た
り
、

投
げ
技
、
固
め
技
か
ら
武
器
取

り
、
多
人
数
掛
け
な
ど
多
彩
な

技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

主
管
し
た
青
森
県
合
気
道
連

盟
の
田
邊
孝
美
会
長
は
「
東
北

は
一
枚
岩
の
精
神
で
、
連
盟
旗

の
下
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
心
を

一
つ
に
合
気
道
の
発
展
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

約２３０名が講習会に参加

道主による総合演武

創
部
６０
周
年

の
節
目
を
迎
え

た
國
學
院
大
學

合
氣
道
部
が
、

植
芝
守
央
道
主

・
植
芝
充
央
本

部
道
場
長
、
大

学
関
係
者
ら
の

来
賓
を
招
き
、

１０
月
１３
日
に
記

念
行
事
を
執
り

行
っ
た
。
１３
時

か
ら
は
同
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
神
殿
に
て
奉
告
祭
が
挙
行

さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
は
じ
め

と
す
る
約
１
０
０
名
が
参
列
す

る
な
か
、
祭
儀
で
は
道
主
・
本

部
道
場
長
・
金
澤
威
師
範
・
現

役
部
員
が
神
前
に
演
武
を
奉
納

し
た
。

同
大
学
は
創
部
時
に
開
祖
盛

平
翁
を
総
師
範
、
吉
祥
丸
二
代

道
主
を
師
範
と
し
て
い
た
だ
い

て
以
来
、
周
年
行
事
ご
と
に
道

主
・
道
場
長
が
演
武
を
披
露
し
、

本
部
道
場
の
指
導
の
も
と
６０
年

間
活
動
し
て
い
る
。
奉
告
祭
後

に
は
場
所
を
明
治
神
宮
に
移

し
、
同
社
神
楽
殿
に
て
祈
願
祭

を
挙
行
。
今
後
の
部
の
発
展
を

参
列
者
１
０
０
名
で
祈
願
し

た
。
ま
た
、
祈
願
祭
に
先
立
っ

て
は
、道
主
・
道
場
長
ら
の
来
賓

と
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
、
現
役
幹
部
が

御
正
殿
に
て
正
式
参
拝
を
行
っ

た
。
同
大
学
は
草
創
期
に
同
社

の
芝
生
で
稽
古
す
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
っ
て
の
縁
も
深
く
、

こ
の
た
び
の
周
年
行
事
の
開
催

と
な
っ
た
。
１６
時
半
か
ら
は
、

同
社
参
集
殿
に
お
い
て
祝
賀
会

を
催
し
、
来
賓
・
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
延

べ
１
５
０
名
が
出
席
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
中
川
健
一
Ｏ

Ｂ
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
出
席

者
に
謝
辞
を
述
べ
た
。
つ
づ
い

て
道
主
、
関
係
各
位
か
ら
の
祝

辞
の
後
、
網
谷
道
弘
明
治
神
宮

権
宮
司
の
乾
杯
で
開
宴
と
な
っ

た
。
祝
宴
の
中
で
は
歴
代
部
員

の
写
真
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

流
さ
れ
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
出
も
あ
り
、
出
席
者
は
歓

談
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
終

盤
に
は
渡
邉
卓
監
督
の
活
動
報

告
、
内
田
雅
也
主
将
部
に
よ
る

謝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
出
席
者

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
、
そ
し
て

関
哲
夫
部
長
の
締
め
の
挨
拶
で

閉
会
と
な
っ
た
。

６０
周
年
の
節
目
に
相
応
し
く

盛
会
に
開
催
さ
れ
た
一
連
の
行

事
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
の
國

學
院
大
學
合
氣
道
部
の
力
強
い

歩
み
が
予
感
さ
せ
ら
れ
た
。（
國

學
院
大
學
合
氣
道
部
監
督

渡

辺
卓
）

道主による奉納演武

道

歌

う
つ現

し
世
と

神
や
仏
の

道
守
る

合
気
の
技
は

く
さ
な
ぎ

草
薙
の
の
り

「
法
政
大
学
合
気
道
部
創
立

６０
周
年
記
念
祝
賀
会
」
が
９
月

２３
日
（
祝
）
、
千
代
田
区
飯
田

橋
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

法
政
大
学
合
気
道
部
は
、
昭

和
３４
年
に
故
・
有
川
定
輝
先
生

を
師
範
に
お
迎
え
し
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

今
回
は
６０
周

年
の
記
念
行
事

と
し
て
、
「
法

政
大
学
合
気
道

会
」
発
足
当
初

に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
、
米
国

合
気
道
連
盟
永

世
会
長
の
山
田

嘉
光
先
生
に
よ

る
『
山
田
嘉
光

先
生
特
別
講
習

会
』
も
開
催
さ

れ
、
法
政
大
学

市
ヶ
谷
校
舎
の

体
育
館
に
、
合

気
道
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
６７
名
と
現

役
生
５１
名
、
総

勢
１
１
８
名
が

集
ま
り
、
世
代
を
超
え
て
、
全

員
が
稽
古
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
講
習
会
は
、
呼
吸
法
で
身

体
を
伸
ば
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

ま
り
、
入
身
投
げ
、
小
手
返
し
、

四
方
投
げ
、一
教
の
基
本
技
を
、

片
手
取
り
か
ら
正
面
・
横
面
打

ち
の
順
番
で
、
わ
か
り
や
す
く

じ
っ
く
り
丁
寧
に
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
午
後
５
時
半
か
ら
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
場

所
を
移
し
、
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
に
は
、
植

芝
守
央
道
主
、
法
政
大
学
総
長

田
中
優
子
先
生
、
山
田
先
生
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
有
川
先
生
が

ご
指
導
さ
れ
た
７
大
学
の
師
範

・
監
督
の
皆
様
、
毎
年
、
法
政

大
学
合
気
道
部
と
合
同
稽
古
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
他
大
学

の
皆
様
な
ど
、
多
数
の
関
係
者

様
に
も
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

田
中
総
長
、植
芝
守
央
道
主
、

山
田
先
生
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
た
後
、
宴
が
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。
総
勢
約
２
０
０
名
の

参
加
者
の
中
に
は
、
遠
方
か
ら

は
る
ば
る
来
ら
れ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
方
も
い
て
、
久
し
ぶ
り
の

同
期
や
先
輩
後
輩
と
の
再
会
も

あ
っ
て
、
会
場
は
終
始
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
７
時

半
頃
に
全
員
で
輪
に
な
っ
て
法

政
大
学
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
会

の
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
法
政
大
学
合
気
道
部

富

士
見
合
気
道
友
会
６０
周
年
実
行

委
員

根
木
俊
一
）

武
蔵
大
学
合
気
道
部
は
、
創

部
６０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
、
記
念
行
事
と
し
て
１０
月

１３
日
に
、
武
蔵
大
学
江
古
田
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
武
蔵
大
学

五
十
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に
て
記

念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

式
典
に
は
、
本
部
道
場
か
ら

御
指
導
頂
い
て
い
る
藤
巻
宏
師

範
に
、
大
学
か
ら
は
武
蔵
大
学

副
学
長
の
高
橋
徳
之
先
生
、
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
長
で
合
気
道

部
部
長
の
武
田
信
子
先
生
に
ご

臨
席
を
賜
り
、
御
来
賓
、
卒
業

生
、
卒
業
生
御
家
族
、
現
役
を

含
む
約
１
０
０
名
が
参
加
し
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

藤
巻
宏
師
範
か
ら
は
御
祝
辞

の
中
で
当
部
が

過
去
学
連
へ
貢

献
し
て
き
た
事

を
、
高
橋
徳
之
副
学
長
か
ら
は

武
蔵
大
学
の
歴
史
の
殆
ど
に
当

部
が
寄
り
添
っ
て
き
た
事
を
お

話
し
頂
き
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

卒
業
生
同
士
の
久
し
振
り
の

再
会
や
御
来
賓
の
方
々
と
の
常

に
な
い
貴
重
な
御
機
会
に
、
会

場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
話
が
弾

み
、
笑
い
が
響
き
、
胸
に
残
る

暖
か
い
会
と
な
っ
た
。

現
役
一
同
も
足
が
遠
の
き
顔

を
合
わ
せ
る
事
が
稀
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
卒
業
生
た
ち
と
交
流

で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
。

応
援
団
の
音
頭
で
の
校
歌
斉

唱
で
は
現
役
時
代
を
懐
か
し
ん

で
、
肩
を
組
ん
で
の
斉
唱
を
何

組
か
見
受
け
ら
れ
た
。
藤
巻
宏

師
範
も
そ
の
中
に
御
参
加
下
さ

り
、
笑
顔
溢
れ
る
思
い
出
深
い

場
面
と
し
て
会
を
飾
っ
た
。

（
武
蔵
大
学
合
気
道
部
２３
年

卒
Ｏ
Ｂ

監
督

浅
野
恭
平
）

前列左より山田師範、田中
総長、道主

約１００名のＯＢ、ＯＧが参加

一
気
に
涼
し
く
な

り
稽
古
に
は
絶
好
の

季
節
と
な
っ
た
。

山
々
で
は
紅
葉
が
始

ま
り
美
し
い
色
彩
に

圧
倒
さ
れ
る
。

先
日
、
甲
府
市
の
昇
仙
峡
を

訪
れ
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗

っ
て
弥
三
郎
岳
の
山
頂
か
ら
美

し
く
雪
化
粧
し
た
富
士
山
を
眺

め
た
。
紅
葉
と
仙
娥
滝
（
せ
ん

が
た
き
）
な
ど
渓
谷
の
景
色
に

堪
能
し
た
。

昇
仙
峡
で
は
影
絵
の
森
美
術

館
も
訪
れ
た
。
影
絵
の
巨
匠
と

言
わ
れ
る
藤
城
清
治
が
自
ら
設

計
し
た
影
絵
の
美
術
館
で
あ

る
。
光
と
影
の
世
界
が
よ
り
美

し
く
見
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
。
水
と
鏡
を
使
っ
た
作

品
は
見
て
い
る
自
分
も
絵
の
中

に
入
り
、
左
右
に
無
限
に
広
が

る
様
は
幻
想
的
で
あ
っ
た
。
因

み
に
、
美
術
館
の
第
２
展
示
室

に
は
山
下
清
、
竹
久
夢
二
、
内

海
桂
子
、
安
井
康
二
の
作
品
や

特
別
企
画
展
と
し
て
四
大
浮
世

絵
師
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。折

角
の
機
会
な
の
で
、
市
内

に
あ
る
山
梨
県
立
美
術
館
も
訪

れ
た
。
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
画

家
の
中
で
農
民
絵
画
を
描
き
続

け
た
ミ
レ
ー
の
作
品
を
数
多
く

所
蔵
し
て
い
る
美
術
館
で
あ

る
。
ミ
レ
ー
館
に
は
「
種
を
ま

く
人
」
や
「
落
ち
穂
拾
い
」
、

新
し
く
収
蔵
さ
れ
た
「
角
笛
を

吹
く
牛
飼
い
」
を
含
め
多
数
の

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
今

回
は
ミ
レ
ー
と
同
時
代
に
生
き

て
印
象
派
へ
の
橋
渡
し
を
し
た

と
言
わ
れ
る
ド
ー
ビ
ニ
ー
の
特

別
展
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。
開

館
４０
周
年
記
念
だ
そ
う
だ
。
ア

ト
リ
エ
に
し
た
船
で
旅
し
な
が

ら
水
辺
の
画
家
と
し
て
、
ド
ー

ビ
ニ
ー
は
モ
ネ
な
ど
に
影
響
を

与
え
た
そ
う
だ
。
美
術
館
め
ぐ

り
と
紅
葉
を
楽
し
ん
だ
秋
の
一

日
だ
っ
た
。

読
書
の
秋
で
も
あ
る
。
こ
の

た
び
日
本
武
道
館
か
ら
出
版
さ

れ
た
多
田
先
生
の
「
合
気
道
に

活
き
る
」
を
一
気
に
読
ん
だ
。

正
に
合
気
道
に
活
き
る
道
を
選

ば
れ
た
先
生
の
生
き
方
は
合
気

道
の
道
を
目
指
す
者
に
大
い
に

参
考
に
な
ろ
う
。（
可
児

晋
）

第
１６
回 全日本合気道連盟講習会
第
２７
回 全東北合気道演武大会

約
２
３
０
名
が
参
集
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道主による演武で大会は締め括られた

滋

賀

県

滋
賀
県
地
域
社
会
合
気
道
指

導
者
研
修
会
は
、
菅
原
繁
本
部

道
場
指
導
部
師
範
、
桑
原
将
太

本
部
道
場
指
導
部
指
導
員
を
お

招
き
し
、
琵
琶
湖
畔
に
建
つ
滋

賀
県
立
武
道
館
に
て
、
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
滋
賀
県
合
気
道

連
盟
と
し
て
、
今
回
が
２
回
目

の
地
域
指
導
者
研
修
会
で
す
。

９
月
２９
日
、
３０
日
の
２
日
間
の

開
催
予
定
で
し
た
が
、
台
風
２４

号
接
近
の
為
、
２９
日
（
土
）
の

１
日
だ
け
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
。
足
元
の
悪
い
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
滋
賀
県
内
外
の
道

場
か
ら
、
お
よ
そ
６０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

個
々
の
技
の
練
磨
が
で
き
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、た
と
え
ば
、

相
半
身
、
逆
半
身
か
ら
の
動
作

の
重
要
ポ
イ
ン
ト
や
そ
の
着
眼

点
、
初
心
者
に
対
す
る
受
け
身

の
指
導
方
法
な
ど
、
指
導
者
と

し
て
必
要
な
知
識
や
技
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

研
修
最
後
の
質
疑
応
答
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
予
定
時
間
を
超

え
る
程
の
数
多
く
の
質
問
に
対

し
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
お
答
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

意
識
は
高
く
、
密
度
の
濃
い
１

日
で
し
た
。

こ
の
研
修
会

を
通
し
て
、
普

段
一
緒
に
稽
古

す
る
機
会
の
少

な
い
相
手
と
稽

古
で
き
た
こ
と

は
、
近
隣
の
府

県
の
道
友
と
の

友
好
の
輪
を
広

め
る
こ
と
に
大

い
に
役
立
っ
た

と
感
じ
て
い
ま

す
。
滋
賀
県
内

の
合
気
道
の
技

量
を
高
め
、
親

睦
を
深
め
、
今

後
の
県
内
で
の
活
動
を
盛
ん
に

す
る
た
め
に
非
常
に
有
益
な
研

修
会
で
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
、
武
道

館
の
関
係
各
位
に
は
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
今
後
と
も
滋
賀
県

合
気
道
連
盟
に
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
（
滋
賀
県
合
気
道
連
盟

清
水
正
男
）

富

山

県

平
成
３０
年
度
富
山
県
（
富
山

市
）
地
域
社
会
合
気
道
指
導
者

研
修
会
は
１０
月
２０
日
、
２１
日
県

営
富
山
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
本
部
道
場
か
ら
は
栗
林
孝

典
本
部
道
場
指
導
部
師
範
、
里

舘
潤
同
部
指
導
員
が
中
央
講
師

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
、

地
元
講
師
を
島
恵
司
師
範
（
富

山
県
合
気
道
連
盟
理
事
長
）
、

上
島
政
則
師
範
（
富
山
県
合
気

道
連
盟
理
事
）
が
務
め
た
。
参

加
人
数
は
県
内
、
近
隣
の
県
合

わ
せ
て
５４
名
で
あ
っ
た
。

２０
日
は
午
前
に
開
会
式
が
行

わ
れ
、
島
瀧
兼
人
県
営
富
山
武

道
館
館
長
は
「
こ
の
２
日
間
の

講
習
会
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
実

り
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い

で
す
」と
挨
拶
。

開
会
式
後
、
栗

林
師
範
、
島
師

範
、
上
島
師
範

に
よ
る
講
習
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
た
。
２１
日
は

午
前
に
栗
林
師

範
、
島
師
範
に

よ
る
講
習
、午
後
に
上
島
師
範
、

最
後
に
栗
林
師
範
の
講
習
で
締

め
く
く
ら
れ
た
。
栗
林
師
範
は

両
日
を
通
し
て
相
手
と
の
繋
が

り
や
姿
勢
を
意
識
す
る
こ
と
を

述
べ
ら
れ
、
呼
吸
法
、
入
身
投

げ
等
基
本
技
を
中
心
に
指
導
さ

れ
た
。

閉
会
式
で
は
、
島
師
範
か
ら

受
講
者
に
修
了
証
が
授
与
さ

れ
、
講
師
を
代
表
し
て
栗
林
師

範
が
講
評
を
述
べ
ら
れ
た
。
２

日
間
の
講
習
会
は
怪
我
や
事
故

な
く
無
事
に
終
了
し
た
。

千

葉

県

平
成
３０
年
度
千
葉
県
（
千
葉

市
）
地
域
社
会
合
気
道
指
導
者

研
修
会
（
主
催
�
公
益
財
団
法

人
日
本
武
道
館
・
全
国
都
道
府

県
立
武
道
館
協
議
会
・
公
益
財

団
法
人
合
気
会
、
主
管
�
千
葉

県
合
気
道
連
盟
、
後
援
�
日
本

武
道
協
議
会
）
は
１０
月
１３
日
か

ら
１４
日
の
２
日
間
に
渡
り
千
葉

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武

道
館
で
行
わ
れ
た
。
３９
団
体
２

３
３
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

中
央
講
師
と
し
て
入
江
嘉
信

本
部
道
場
指
導
部
師
範
、
梅
津

翔
同
指
導
部
指
導
員
が
本
部
道

場
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
地
元
講

師
を
乾
泰
夫
千
葉
県
合
気
道
連

盟
副
会
長
と
吉
川
滋
同
連
盟
理

事
長
が
勤
め
た
。
ま
た
、
講
演

会
講
師
と
し
て
、三
藤
芳
生（
公

財
）
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・

事
務
局
長
、
本
宮
一
好
千
葉
県

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
所
長

が
担
当
し
た
。

開
会
式
で
は
主
催
者
側
か
ら

臼
井
日
出
男
（
公
財
）
日
本
武

道
館
理
事
長
、
越
川
均
千
葉
県

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
セ
ン

タ
ー
長
、
主
管
団
体
か
ら
�
橋

嗣
慶
千
葉
県
合
気
道
連
盟
会

長
、
講
師
を
代
表
し
て
入
江
師

範
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
っ

た
。臼
井
理
事
長
は
挨
拶
で「
合

気
道
は
試
合
が
な
く
精
神
面
の

鍛
錬
が
大
切
で
あ
る
。
稽
古
を

通
じ
て
精
神
を
高
め
て
欲
し

い
。
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

各
々
の
道
場
で
広
め
て
い
た
だ

き
、
今
後
も
多
く
の
指
導
者
の

発
展
、
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
」
と
述
べ
た
。

研
修
会
で
は
入
江
師
範
は
正

面
打
ち
、
片
手
取
り
、
諸
手
取

り
、
後
ろ
両
手
取
り
、
半
身
半

立
ち
に
よ
る
基
本
技
を
中
心
に

丁
寧
に
指
導
を
行
っ
た
。
乾
師

範
は
呼
吸
力
に
つ
い
て
講
話
・

実
技
指
導
を
行
い
、
吉
川
師
範

は
学
校
合
気
道
入
門
と
し
て
の

実
技
指
導
を
行
っ
た
。ま
た
、三

藤
事
務
局
長
は
中
学
校
武
道
必

修
に
つ
い
て
、
本
宮
所
長
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
急
救
命
講

座
に
つ
い
て
講
習
を
行
っ
た
。

２
日
間
に
渡
る
講
習
会
終
了

後
は
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
参
加

者
に
修
了
証
が
渡
さ
れ
た
。
最

後
に
入
江
師
範
か
ら
講
評
が
な

さ
れ
盛
会
の
内
に
終
了
し
た
。

北
海
道
連
盟

秋
季
講
習
会

北
海
道
合
気
道
連
盟
は
１０
月

１３
、
１４
の
両
日
、
千
歳
市
総
合

武
道
館
に
桂
田
英
路
本
部
道
場

指
導
部
師
範
を
お
迎
え
し
て
、

秋
季
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
北
海
道
内
１９
の
加
盟
団
体

か
ら
９５
名
の
会
員
と
学
生
合
気

道
団
体
３
校
か
ら
６６
名
の
部

員
、合
計
１
６
１
名
が
参
加
し
、

秋
の
涼
し
い
す
ご
し
や
す
い
気

温
の
中
で
の
講
習
と
な
り
ま
し

た
。講

習
会
初
日
は
、
基
本
技
を

通
じ
て
、
中
心
の
と
ら
え
方
、

力
の
の
せ
方
、
出
し
方
を
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
日
目

は
、
特
に
「
体
を
面
で
使
う
」

こ
と
を
意
識
し
た
体
の
使
い
方

や
、上
半
身
と
下
半
身
の
調
和
、

姿
勢
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
相
撲
や

他
の
武
道
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

の
具
体
的
な
動
き
を
示
さ
れ
な

が
ら
、
普
段
の
稽
古
で
は
気
付

き
に
く
い
体
の
使
い
方
や
動
き

に
つ
い
て
も
、
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
講
習
中
は
、
多
く
の

参
加
者
の
稽
古
相
手
と
な
っ
て

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
涼

し
い
屋
外
と
は
違
い
、
道
場
は

終
始
参
加
者
の
熱
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
講
習
を
通

じ
て
、
改
め
て
姿
勢
の
大
切
さ

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自

ら
の
動
き
を
制
約
し
な
い
体
の

使
い
方
や
動
き
が
少
し
で
も
身

に
つ
く
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
、

日
々
の
稽
古
へ
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
（
札
幌
合
気
道

会

藤
江

淳
）

愛
知
、岡
崎
皇
道
館

第
２１
回
講
習
会

岡
崎
皇
道
館
（
愛
知
県
）
主

催「
第
２１
回
栗
林
師
範
講
習
会
」

が
１０
月
６
、
７
日
の
２
日
間
、

皇
道
館
道
場
、
岡
崎
中
央
総
合

公
園
内
道
場
で
市
内
外
か
ら
約

１
５
０
名
の
参
加
者
で
師
範
に

触
れ
技
の
向
上
と
他
道
場
と
の

交
流
を
深
め
る
と
い
う
趣
旨
で

お
こ
な
わ
れ
た
。
１
日
目
は
、

汗
が
流
れ
落
ち
る
暑
さ
の
中
、

片
手
取
り
呼
吸
転
換
、
正
面
打

ち
第
一
教
と
基
本
の
捌
き
・
技

を
師
範
の
お
言
葉
の
無
い
ご
指

導
。
普
段
以
上
に
見
て
、
触
れ

て
、
体
感
す
る
こ
と
に
集
中
。

師
範
に
受
け
ま
で
取
っ
て
い
た

だ
い
た
。
参
加
者
は
、
受
け
の

師
範
に
張
り
つ
め
た
気
持
ち
と

細
心
な
動
作
で
時
に
は
滑
ら
か

に
時
に
は
ぎ
こ
ち
な
く
技
を
か

け
体
現
し
た
。
こ
の
よ
う
な
稽

古
が
で
き
た
こ
と
に
参
加
者
ら

は
「
緊
張
し
た
」
と
の
感
想
と

師
範
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
話

し
て
い
た
。
２
日
目
に
は
、
師

範
か
ら
「
視
覚
、
触
覚
を
感
じ

る
稽
古
を
し
ま
し
ょ
う
」
の
お

言
葉
。
参
加
者
は
、
師
範
の
技

を
受
け
た
感
覚
を
た
ど
り
１
つ

１
つ
体
の
使
い
方
を
確
認
、
反

復
し
体
に
染
込
ま
せ
て
い
た
。

２
日
間
が
終
わ
り
参
加
者
か
ら

「
清
々
し
い
」の
声
が
あ
っ
た
。

（
岡
崎
合
気
道
皇
道
館

太
田

一
義
）

菅原師範の四方投げ

東
大
和
市
合
合
気
道
会
創
立

５０
周
年
記
念
演
武
大
会
、
祝
賀

会
が
９
月
３０
日
植
芝
守
央
道
主

を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

東
大
和
市
合
気
道
会
は
昭
和

４３
年
に
故
飯
田
茂
師
範
に
よ
り

設
立
さ
れ
、
昭
和
５９
年
に
澤
田

朗
現
道
場
長
が
引
き
継
ぎ
、
現

在
１
５
２
名
の
会
員
を
擁
し

日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。

演
武
大
会
は
、
第
４９
回
東
大

和
市
市
民
体
育
大
会
の
一
環
と

し
て
東
大
和
市
民
体
育
館
に
お

い
て
、
正
午
か
ら
１６
時
ま
で
主

催
者
の
尾
崎
保
夫
東
大
和
市
市

長
、
吉
川
五
郎
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
っ
た
。

演
武
は
稽
古
風
景
、
会
員
演

武
、
会
長
演
武
、
道
場
長
演
武

の
順
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

来
賓
演
武
と
し
て
１９
団
体
約
１

６
０
名
の
演
武
、高
段
者
演
武
、

小
林
保
雄
師
範
の
演
武
が
行
わ

れ
、
最
後
に
植
芝
道
主
の
模
範

演
武
で
大
会
は
締
め
く
く
ら
れ

た
。祝

賀
会
は
立
川
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
に
場
所
を
移
し
開
催
さ
れ

た
。
台
風
上
陸
の
予
報
の
中
、

約
２
０
０
名
が
出
席
し
た
。
植

芝
道
主
の
挨
拶
で
は
「
５０
年
と

い
う
長
い
期
間
、
今
日
ま
で
合

気
道
の
普
及
に
努
め
ら
れ
た
」

と
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。
そ
の

後
、
小
林
保
雄
師
範
、
尾
�
市

長
に
も
来
賓
挨
拶
を
賜
っ
た

後
、樽
酒
の
鏡
割
り
に
続
い
て
、

五
十
嵐
和
男
師
範
の
発
声
で
乾

杯
が
行
わ
れ
た
。

台
風
接
近
の
中
開
催
さ
れ
た

演
武
大
会
、
祝
賀
会
は
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

国
際
合
気
道
連
盟（
Ｉ
Ａ
Ｆ
）

は
、
９
月
２７
日
か
ら
２９
日
に
か

け
て
、
合
気
会
３
階
会
議
室
に

お
い
て
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
理
事
会
を
実

施
し
た
。

（
公
財
）
合
気
会
か
ら
は
植

芝
充
央
本
部
道
場
長
、
林
典
夫

常
務
理
事
、
谷
正
喜
国
際
部
副

部
長
、
金
澤
威
総
務
部
長
と
会

計
担
当
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
参

加
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
か
ら
井
沢
敬
理
事

長
、
レ
イ
フ
・
ス
ニ
エ
副
理
事

長
、
ウ
ィ
ル
コ
・
フ
リ
ー
ス
マ

ン
事
務
総
長
、
ド
リ
ン
・
マ
ル

チ
ス
理
事
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・
マ

ク
ギ
ニ
ス
理
事
、
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
ヘ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
、
神

谷
正
一
理
事
、
ヘ
ン
リ
エ
ッ
ト

・
フ
レ
ー
デ
ル
事
務
総
長
補
佐
、

貞
國
鎭
財
務
総
長
、
尾
崎

高

等
委
員
、
ト
ニ
ー
・
ス
マ
イ
バ

ー
ト
高
等
委
員
が
参
加
し
た
。

会
議
は
井
沢
敬
理
事
長
が
議

長
と
な
り
進
行
し
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
の

各
作
業
部
会
か
ら
の
報
告
、
Ｉ

Ａ
Ｆ
の
会
費
制
度
見
直
し
、
２

０
２
０
年
に
開
催
予
定
の
「
国

際
合
気
道
大
会
」
な
ど
の
議
題

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

会
議
最
終
日
の
２９
日
に
は
植

芝
守
央
道
主
か
ら
「
３
日
間
に

わ
た
り
ま
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役

目
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
現
在
直
面
し
て
い
る
課
題

や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
真
摯

に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
開
祖
植
芝

盛
平
翁
の
創
始
さ
れ
た
合
気
道

の
技
法
と
心
を
大
切
に
し
て
良

い
形
で
次
の
代
に
繋
い
で
い
く

と
い
う
大
き
な
任
務
に
向
か
っ

て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
３
日
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
の
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
３
日
間
に

わ
た
る
会
議
が
終
了
し
た
。

栗林師範の三教

入江師範の入身投げ

挨拶をする道主

「
第
５８
回
全
国
学
生
合
気

道
演
武
大
会
」
は
、
１１
月
１７

日
（
土
）
、
東
京
・
千
代
田

区
の
北
の
丸
公
園
内
・
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
午
前
１１
時
開
場
、

１１
時
半
開
会
、
午
後
３
時
５０

分
閉
会
予
定
。
一
般
観
者
歓

迎
。
入
場
無
料
。

桂田師範の入身投げ

第
５８
回
全
国
学
生

合
気
道
演
武
大
会

地域社会指導者研修会

東大和、創立５０周年

Ｉ
Ａ
Ｆ
が
理
事
会



全
日
本
合
気
道

演
武
大
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ

第５６回

合 気 道 新 聞 第６９４号平成３０年１１月１０日（３）

中
四
国

第
４６
回
中
・
四
国
学
生
合
気

道
演
武
大
会
が
１０
月
６
日
、
入

江
嘉
信
合
気
道
本
部
道
場
指
導

部
師
範
を
招
い
て
開
催
さ
れ

た
。
場
所
は
岡
山
武
道
館
で
、

午
後
１２
時
３０
分
か
ら
開
会
式
が

行
わ
れ
た
。
中
・
四
国
学
生
合

気
道
連
盟
の
９
校
と
、
賛
助
演

武
と
し
て
北
海
道
、
東
北
、
関

東
、
中
部
、
関
西
の
学
連
か
ら
、

計
８７
名
が
演
武
を
行
っ
た
。

各
大
学
、
日
頃
の
稽
古
の
成

果
を
存
分
に
思
わ
せ
る
素
晴
ら

し
い
演
武
を
披
露
し
た
。
中
・

四
国
学
連
は
加
盟
校
間
の
距
離

が
遠
い
た
め
、
加
盟
校
間
の
交

流
を
深
め
る
場
は
非
常
に
貴
重

で
あ
る
。
今
回
の
演
武
大
会
は

学
生
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
良

い
刺
激
に
な
り
、
今
後
の
稽
古

で
更
に
技
を
磨
い
て
い
く
た
め

の
糧
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

最
後
に
は
入
江
嘉
信
師
範
に
よ

る
模
範
演
武
で
大
会
は
締
め
括

ら
れ
た
。

演
武
大
会
終
了
後
の
祝
賀
会

に
は
入
江
師
範
を
は
じ
め
大
会

開
催
の
た
め
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
や
、
大
会
に
参
加
し

た
学
生
が
出
席
し
、
ま
た
来
年

度
へ
向
け
て
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
（
中
・
四
国
学

連
委
員
長

橋
本
）

中

部

第
４９
回
中
部
学
生
合
気
道
演

武
大
会
は
１０
月
２０
日
、
小
林
幸

光
本
部
道
場
指
導
部
師
範
を
招

い
て
愛
知
県
武
道
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
福
永
隼
也
中
部

学
生
合
気
道
連
盟
委
員
長
が
演

武
大
会
の
参
加
者
に
感
謝
の
意

を
述
べ
た
上
で
「
来
年
は
第
５０

回
と
節
目
の
大
会
と
な
る
の

で
、
本
大
会
で
来
年
の
活
力
と

な
る
よ
う
繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
小
林
師
範
よ
り
「
以

前
の
大
会
で
は
参
加
者
の
元
気

な
演
武
を
み
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

貰
っ
た
。
今
回
も
学
生
ら
し
い

若
さ
溢
れ
る
演
武
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。演

武
に
は
加
盟
校
８
校
か
ら

約
１
２
０
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
各
大
学
と
も
に
、
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
存
分
に
思
わ
せ

る
演
武
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

賛
助
演
武
と
し
て
北
海
道
学
生

合
気
道
連
盟
、
関
東
学
生
合
気

道
連
盟
、
関
西
学
生
合
気
道
連

盟
、
中
・
四
国
学
生
合
気
道
連

盟
の
参
加
が
あ
っ
た
。
最
後
は

小
林
師
範
に
よ
る
模
範
演
武
で

大
会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

演
武
大
会
終
了
後
は
、
場
所

を
移
し
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

前列中央が梅津指導員

入江師範による模範演武

平
成
３０
年
度
関
東
学
生
合
気

道
連
盟
幹
部
研
修
会
が
９
月
１１

日
か
ら
９
月
１２
日
に
日
本
武
道

館
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
講
さ

れ
た
。
計
１４
校
、
８０
名
を
超
え

る
学
生
が
参
加
し
た
。
今
回
の

幹
部
研
修
会
は
梅
津
翔
本
部
道

場
指
導
部
指
導
員
に
ご
指
導
い

た
だ
い
た
。

本
研
修
会
は
上
級
生
を
主
体

と
し
合
気
道
の
技
・
動
作
の
理

解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
と
、
学

連
加
盟
校
相
互
の
結
束
を
固
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。稽

古
内
容
は
す
で
に
幹
部
に

な
っ
て
い
る
学
生
や
新
し
く
幹

部
に
な
っ
た
学
生
を
中
心
と
し

た
基
本
技
、
基
本
動
作
の
確
認

を
行
っ
た
。

一
日
目
は
掴
み
技
を
中
心
と

し
た
稽
古
を
行
っ
た
。
細
か
い

部
分
や
投
げ
る
側
も
気
を
抜
か

な
い
な
ど
緊
張
感
の
あ
る
内
容

と
な
っ
て
い
た
。
二
日
目
は
横

面
打
ち
を
中
心
と
し
た
打
ち
技

の
稽
古
で
あ
っ
た
。
捌
き
か
ら

始
ま
り
、
崩
し
を
意
識
し
た
技

の
練
習
な
ど
普
段
は
あ
ま
り
意

識
し
な
い
同
じ
技
の
違
っ
た
側

面
に
着
目
し
た
稽
古
で
あ
っ
た

た
め
、
今
一
度
合
気
道
の
奥
深

さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

怪
我
人
も
出
る
こ
と
は
な

く
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

本
研
修
会
で
参
加
者
は
普
段

意
識
し
な
い
よ
う
な
稽
古
方
法

や
考
え
方
を
多
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
稽
古
に
役
立
て

て
い
く
と
思
わ
れ
た
。
研
修
会

は
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

（
関
東
学
生
合
気
道
連
盟
講
習

会
担
当

櫻
井
匠
）

藤巻師範（前列中央）と参加者

新
潟
合
気
会
主
催
の
「
新
潟

市
秋
季
市
民
総
合
体
育
祭

第

４２
回
新
潟
合
気
道
演
武
大
会
」

が
１０
月
７
日
、
新
潟
県
新
潟
市

鳥
屋
野
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
部
道
場
よ
り
藤

巻
宏
本
部
道
場
指
導
部
師
範
を

お
迎
え
し
、
新
潟
合
気
会
に
加

え
、
賛
助
演
武
と
し
て
長
岡
市

合
気
会
、
吉
田
合
気
道
会
、
燕

合
気
道
会
、
新
潟
大
学
か
ら
総

勢
約
９０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
藤
巻

師
範
に
よ
る
総

合
説
明
演
武
で

締
め
括
ら
れ
、

盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

演
武
会
に
先

立
ち
、
６
日
と

７
日
の
午
前
中

に
は
藤
巻
師
範

に
よ
る
講
習
会

が
開
催
さ
れ
、

ご
指
導
頂
き
ま

し
た
。
初
日
は

初
心
者
向
け
の

内
容
と
い
う
こ

と
で
、
片
手
取

り
の
抑
え
技
を

中
心
に
基
本
的

な
動
き
の
稽
古

を
行
い
ま
し
た
。
台
風
が
近
づ

く
暑
い
条
件
の
中
、
し
っ
か
り

汗
を
流
し
ま
し
た
。
２
日
目
は

諸
手
取
り
と
横
面
打
ち
、
後
ろ

両
手
取
り
を
中
心
に
、
上
段
、

中
段
、
下
段
の
捌
き
方
の
違
い

や
捌
い
た
後
の
相
手
と
の
間
合

い
を
意
識
し
た
稽
古
を
行
い
ま

し
た
。
有
段
者
に
と
っ
て
も
、

稽
古
を
続
け
る
中
で
忘
れ
が
ち

な
基
本
を
再
確
認
す
る
大
変
有

意
義
な
稽
古
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
日
間
を
通
し
て
藤
巻

師
範
は
「
初
心
者
が
前
に
出
て

技
を
見
る
こ
と
」
と
「
有
段
者

と
初
心
者
が
組
ん
で
稽
古
す
る

こ
と
」
を
何
度
も
強
調
し
て
指

導
さ
れ
、
初
心
者
の
積
極
的
に

稽
古
に
臨
む
姿
が
印
象
的
で
し

た
。演

武
会
後
の
懇
親
会
で
は
藤

巻
師
範
を
囲
ん
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
ま
た
、
県
内
合
気
道

団
体
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
新

潟
県
内
の
合
気
道
の
発
展
を
誓

い
ま
し
た
。
（
新
潟
大
学
合
気

道
部

田
中
諒
）

愛
媛
県
連
主
催
で
―

本
部
師
範
講
習
会

平
成
３０
年
度
愛
媛
県
合
気
道

連
盟
本
部
師
範
講
習
会
《
主
催

愛
媛
県
合
気
道
連
盟
（
会
長
‥

橋
田
一
美
）
》
は
、
１３
日
、
１４

日
の
両
日
に
渡
り
、
そ
れ
ぞ
れ

秋
山
兄
弟
道
場
及
び
愛
媛
県
武

道
館
柔
道
場
に
て
開
催
さ
れ
、

本
部
道
場
よ
り
、
私
（
難
波
）

が
本
部
講
師
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
。
参
加
者
は
、
１６
団
体
よ
り

２
０
０
名
が
参
加
。
稽
古
は
２

日
間
を
通
じ
て
、
片
手
取
、
両

手
取
、
正
面
打
ち
よ
り
、
転
換

法
、
呼
吸
法
、
呼
吸
投
げ
、
一

教
、
入
身
投
げ
、
四
方
投
げ
等

の
基
本
技
を
用
い
て
、
姿
勢
を

重
視
し
、
踏
ん
張
ら
ず
、
力
ま

ず
、
全
身
で
柔
ら
か
く
動
く
こ

と
を
強
調
し
て
稽
古
指
導
を
お

こ
な
っ
た
。
稽
古
後
の
懇
親
会

で
は
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
で
加
盟
団
体
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
愛

媛
県
講
習
会
は
、
歴
史
的
に
由

緒
の
あ
る
場
所
で
、
参
加
者
の

合
気
道
に
真
摯
に
向
き
合
う
姿

勢
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
、
と

て
も
有
意
義
な
も
の
と
な
っ

た
。
ま
た
、
現
地
で
ご
活
躍
の

前
会
長
鈴
木
茂
師
範
を
は
じ

め
、
加
盟
道
場
の
先
生
方
と
の

合
気
道
談
義
に
も
花
が
咲
き
、

自
分
の
今
後
の
稽
古
の
糧
と
な

る
貴
重
な
２
日
間
と
な
っ
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

難

波
弘
之
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

普
及
協
会

ひ
ろ
し
ま
特
別
講
習
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
合
氣

道
普
及
協
会
の
特
別
講
習
会
は

１０
月
２０
、
２１
の
両
日
、
広
島
市

内
の
広
島
県
立
総
合
体
育
館
武

道
場
で
行
わ
れ
、
同
法
人
と
関

わ
り
の
あ
る
県
内
各
道
場
か
ら

１６
名
が
参
加
し
た
。

稽
古
は
２
日
間
で
２
回
行
わ

れ
、
７０
歳
代
か
ら
２０
歳
代
の
幅

広
い
年
齢
層
の
参
加
者
達
が
入

り
混
じ
り
、
終
始
明
る
い
雰
囲

気
の
中
で
講
習
会
を
進
め
る
事

が
出
来
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

佐
々
木
貞
樹
）

前列中央が難波師範

体
育
の
日
記
念

�
公
開
指
導
�に
５４
名

平
成
３０
年
体
育
の
日
記
念
事

業
「
合
気
道
公
開
指
導
」
は
１０

月
８
日
、
東
京
武
道
館
の
第
一

武
道
場
に
て
行

わ
れ
、
講
師
と

し
て
伊
藤
眞
本

部
道
場
指
導
部

師
範
、
松
村
光

本
部
道
場
指
導

部
指
導
員
が
派

遣
さ
れ
た
。

参
加
者
は
定
員
４０
名
を
大
き

く
超
え
て
５４
名
、
う
ち
３
名
は

初
め
て
の
体
験
の
方
だ
っ
た
。

稽
古
は
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま

で
行
わ
れ
、
伊
藤
眞
師
範
が
指

導
を
行
っ
た
。

伊
藤
師
範
は
片
手
取
り
や
両

手
取
り
の
技
を
指
導
し
な
が

ら
、
受
け
取
り
の
繋
が
り
や
間

合
い
の
取
り
方
な
ど
を
示
し

た
。ま

た
初
め
て
の
人
に
は
基
本

の
技
を
い
く
つ
か
稽
古
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
合
気
道
の
面
白

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

当
日
は
他
の
会
場
で
も
柔
道

や
空
手
を
は
じ
め
、
様
々
な
種

目
の
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
、

館
内
は
活
気
に
溢
れ
て
い
た
。

ス
イ
ス
少
年
部
３０
名

本
部
道
場
で
汗
流
す

ス
イ
ス
合
気
会
少
年
部
３０
名

は
、
１０
月
１９
日
本
部
道
場
を
訪

問
し
少
年
部
年
長
ク
ラ
ス
の
稽

古
に
参
加
し
た
。
平
日
の
た
め

本
部
少
年
部
の
子
ど
も
た
ち
の

参
加
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

こ
の
日
の
た
め

に
特
別
に
３
階

道
場
で
広
く
の

び
の
び
と
稽
古

す
る
こ
と
が
で

き
た
。
日
本
と

ス
イ
ス
の
子
ど

も
た
ち
で
国
際

交
流
の
一
環
と

な
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。

◇
本
部
だ
よ
り

▽
伊
藤
眞
指
導
部
師
範
は
、
１１

月
２１
日
よ
り
２６
日
ま
で
Ｕ
Ａ
Ｅ

に
、
１２
月
５
日
か
ら
１１
日
ま
で

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
講
習
会
に

派
遣
さ
れ
る
。

▽
栗
林
孝
典
指
導
部
師
範
は
、

１１
月
２２
日
か
ら
２８
日
ま
で
フ
ラ

ン
ス
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ

る
。

▽
入
江
嘉
信
指
導
部
師
範
は
、

１１
月
２２
日
か
ら
２７
日
ま
で
ロ
シ

ア
に
、
１２
月
６
日
か
ら
１０
日
ま

で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
講
習
会
に

派
遣
さ
れ
る
。

▽
小
山
雄
二
指
導
部
指
導
員

は
、
１１
月
２９
日
か
ら
４
日
ま
で

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
講
習
会
に
派

遣
さ
れ
る
。

▽
菅
原
繁
指
導
部
師
範
は
、
１２

月
６
日
か
ら
１１
日
ま
で
ロ
シ
ア

の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
藤
巻
宏
指
導
部
師
範
は
、
１２

月
６
日
か
ら
１１
日
ま
で
イ
ン
ド

の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
る
。

伊藤師範の呼吸法

▼
内
容
‥
植
芝
守
央
道
主
の

総
合
演
武
を
は
じ
め
、
師
範

・
指
導
者
演
武

▼
時
間
‥
１
８
０
分

▼
価
格
‥
４
、
５
０
０
円

（
税
、
送
料
込
み
）

▼
予
約
受
付
開
始
‥
８
月
１

日
�火
よ
り

▼
発
売
開
始
‥
９
月
１
日
�金

よ
り

▼
申
込
み
方
法
‥
名
前
、
住

所
、電
話
番
号
、所
属
団
体
を

明
記
の
上
ご
注
文
下
さ
い
。

▼
申
込
み
先
‥
国
際
企
画
セ

ン
タ
ー

〒
１
４
３
‐
０
０
２
４

東
京
都
大
田
区
中
央
５
‐
１８

‐
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０３
‐
３
７
５
５
‐

１
２
５
８

E
–

m
ail

‥

ozakisho
1818@

gm
ail.com

本部道場３階で稽古

「第３１回多田宏師範 特別講習会」を下記の通
り開催します。奮ってご参加下さい。

記
日 時：平成３１年１２月９日（日）

午後２時～５時（１３時４５分より準備
運動を行います）

会 場：本部道場 ３階道場
会 費：３０００円
稽古内容：�１生命力を高める呼吸法（調気の法）

について
�２技の上達法と心象（イメージ）の
描き方
�３合気道の基本技と足さばきの法則
�４身体の動きと剣杖の使い方の一致

持 ち 物：有段者証、木刀、杖をお持ちの方は
ご持参下さい。

申込方法：当会受付にて所定の申し込み用紙に
必要事項をご記入のうえ、会費を添
えてお申し込み下さい。

締 切：１２月３日（月）まで
公益財団法人 合気会

第
３１
回

多
田
宏
師
範

特
別
講
習
会

２

学

連

が

演

武

大

会

新
潟

第
４２
回
演
武
大
会

関

東

学

連

は

幹

部

研

修

会



Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
道
場

イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト

合
気
道
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

第
１２
回
国
際
合
気
道
大
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ

合 気 道 新 聞 （４）平成３０年１１月１０日第６９４号

１２ヶ国、６００名が講習会に参加

ス
ペ
イ
ン
合
気
会
創
立
５０
周

年
記
念
の
講
習
会
は
、
１０
月
４

日
か
ら
９
日
ま
で
ス
ペ
イ
ン
の

マ
ド
リ
ッ
ド
に
て
、
植
芝
守
央

道
主
を
招
い
て
行
わ
れ
た
。

講
習
会
に
は
１２
か
国
か
ら
約

６
０
０
人
が
参
加
し
、
今
ま
で

で
一
番
規
模
の
大
き
い
講
習
会

と
な
っ
た
。

６
日
午
前
は
ス
ペ
イ
ン
合
気

会
の
創
立
者
で
あ
る
北
浦
康
成

師
範
、息
子
で
あ
る
シ
ュ
ウ
氏
、

ま
た
ド
イ
ツ
の
浅
井
勝
昭
師
範

が
講
習
を
行
っ
た
。
午
後
は
浅

井
師
範
、
そ
し
て
植
芝
道
主
の

講
習
が
行
わ
れ
た
。

夜
に
は
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

日
本
国
大
使
館
か
ら
水
上
正
史

特
命
全
権
大
使
も
お
見
え
に
な

り
約
２
０
０
名
の
参
加
者
と
共

に
北
浦
師
範
の
功
績
を
称
え
ら

れ
た
。

道
主
は
「
開
祖
、
吉
祥
丸
道

主
に
教
え
を
受
け
た
北
浦
師
範

が
こ
の
ス
ペ
イ
ン
に
来
ら
れ
、

大
き
な
合
気
道
の
輪
を
作
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

と
共
に
日
本
の
伝
統
的
な
も
の

こ
の
地
に
根
付
か
せ
日
本
国
と

ス
ペ
イ
ン
と
の
友
好
親
善
に
多

大
な
る
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
と

私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

７
日
は
北
浦
師
範
の
講
習
と

ス
ペ
イ
ン
合
気
会
の
方
々
に
よ

る
演
武
会
、
最
後
に
植
芝
道
主

に
よ
る
講
習
が
行
わ
れ
た
。

国
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者

が
共
に
汗
を
流
し
、
こ
れ
か
ら

の
ス
ペ
イ
ン
の
合
気
道
が
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
感
じ

ら
れ
た
。

左より道主、北浦師範、浅井師範

私
（
小
林
）
は
、
１０
月
１１
日

か
ら
１６
日
ま
で
、
ブ
カ
レ
ス
ト

市
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
内
道
場
で
開
催
さ
れ

た
合
気
会
ル
ー
マ
ニ
ア
の
秋
季

講
習
会
に
派
遣
さ
れ
た
。

講
習
は
、
金
曜
か
ら
日
曜
ま

で
１
日
２
回
（
各
１
時
間
半
）

行
わ
れ
、
私
が
指
導
を
担
当
し

た
。
講
習
に
は
地
元
の
ル
ー
マ

ニ
ア
を
は
じ
め
、ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ

ツ
等
か
ら
、
約
２
０
０
名
の
会

員
が
参
加
し
た
。
稽
古
で
は
、

道
場
が
狭
く
混
雑
し
た
中
で
、

初
心
者
、少
年
部
か
ら
高
段
者
、

ま
た
若
手
か
ら
年
配
者
ま
で
男

女
を
問
わ
ず
入
り
交
り
、
元
気

に
お
互
い
を
鍛
錬
し
て
い
た
。

２０
日
夜
は
、
参
加
者
全
員
出

席
の
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
、
会

員
同
士
で
打
ち
解
け
合
い
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
。

翌
最
終
日
は
、
午
前
稽
古
の
あ

と
市
内
見
学
。
古
代
ロ
ー
マ
時

代
を
彷
彿
さ
れ
る
建
物
に
、
歴

史
の
深
さ
を
堪
能
。
夜
は
ル
ー

マ
ニ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
元
料

理
を
食
し
、
講
習
の
疲
れ
が
癒

さ
れ
た
。

来
年
、
同
会
は
日
本
を
訪
問

す
る
予
定
だ
が
、
全
日
本
演
武

大
会
に
出
場
を
希
望
し
て
い

る
。
有
意
義
な
日
本
滞
在
に
な

る
事
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。（
本

部
道
場
指
導
部
師
範

小
林
幸

光
）

私
（
入
江
）
は
９
月
１９
日
か

ら
２４
日
ま
で
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
道
場

講
習
会
指
導
の
た
め
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

市
を
訪
れ
た
。

今
回
初
め
て
ス
カ
ル
ノ
・
ハ

ッ
タ
国
際
空
港
第
３
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
到
着
。
新
し
い
空
港
の
と

て
も
近
代
的
な
姿
に
驚
く
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
的
発
展
の

大
き
な
証
し
で
あ
ろ
う
。
代
表

の
ジ
ェ
リ
ー
氏
を
は
じ
め
道
場

メ
ン
バ
ー
の
出
迎
え
を
受
け
、

再
会
を
喜
ぶ
。

翌
２０
日
か
ら
２３
日
ま
で
Ｉ
Ｋ

Ｉ
Ｒ
Ｕ
道
場
を
会
場
に
し
て
講

習
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
は
道
場
メ
ン
バ
ー
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

・
シ
テ
ィ
ー
ほ
か
東
京
か
ら
品

川
区
合
気
道
交
友
会
の
有
志
２

名
も
参
加
し
共
に
汗
を
流
し

た
。
昨
年
よ
り
初
心
者
が
上
達

し
て
い
る
。
道
場
指
導
者
の
日

頃
の
熱
心
な
取
り
組
み
が
う
か

が
え
た
。
最
終
日
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
の

テ
デ
ィ
ー
氏
が
挨
拶
に
見
え

て
、
稽
古
に
参
加
し
た
。

１１
月
に
日
本
武
道
館
主
催
の

日
本
武
道
代
表
団
の
一
員
と
し

て
再
訪
す
る
予
定
な
の
で
、
地

元
主
幹
団
体
の
役
員
と
打
ち
合

わ
せ
が
で
き
た
こ
と
は
有
意
義

で
あ
っ
た
。
（
本
部
道
場
指
導

部
師
範

入
江
嘉
信
）

私
（
伊
藤
）
は
、
９
月
２８
日

か
ら
１０
月
１
日
ま
で
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、
イ

ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
合
気
道
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に

招
か
れ
、
講
習

会
指
導
を
行
っ

た
。
羽
田
か
ら

直
行
便
で
７
時

間
、
夕
刻
に
到

着
し
た
ス
カ
ル

ノ
ハ
ッ
タ
空
港

は
、
夏
の
空
気

が
充
満
し
て
い

る
。
翌
日
か
ら

２
日
間
で
２
時

間
の
講
習
を
３

回
行
っ
た
。
参

加
者
は
約
１
０

０
名
で
、
有
段
者
と
白
帯
が
半

分
ず
つ
位
、
ム
ス
リ
ム
で
ス
カ

ー
フ
を
ま
い
た
女
性
も
数
多
く

見
ら
れ
た
。

道
場
に
エ
ア
コ
ン
は
あ
る
も

の
の
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な

い
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
休
憩

を
挟
み
な
が
ら
稽
古
を
行
っ

た
。
同
団
体
は
ガ
ナ
ム
ル
テ
ィ

氏
が
創
設
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

全
土
に
３
０
０
０
人
の
会
員
が

い
る
と
の
こ
と
で
、
地
方
都
市

で
も
積
極
的
に
稽
古
場
の
開
設

を
行
っ
て
い
る
。
２
億
人
の
人

口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
は
活
気
に
溢
れ
て

お
り
、
合
気
道
の
更
な
る
発
展

を
期
待
し
た
い
。
（
本
部
道
場

指
導
部
師
範

伊
藤
眞
）

ヨーロッパ各地から２００名が参集した

私
（
栗
林
）
は
１０
月
１１
日
か

ら
１７
日
ま
で
、
ロ
シ
ア
の
央
心

館
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
カ
チ

ャ
ン
６
段
）主
催
講
習
会
の
為
、

首
都
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
。

今
年
は
日
露
両
国
首
脳
の
合

意
に
基
づ
き
「
日
本
に
お
け
る

ロ
シ
ア
年
」「
ロ
シ
ア
に
お
け
る

日
本
年
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
今
回
の
講
習
会
も
そ
の

一
部
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
１

９
９
２
年
以
来
２５
年
間
に
亘
り

毎
年
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
て
い
る

が
、
こ
こ
数
年
は
地
方
都
市
で

の
講
習
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、

モ
ス
ク
ワ
の
町
中
に
入
る
の
は

本
当
に
久
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

写
真
や
ニ
ュ
ー
ス
等
で
モ
ス
ク

ワ
の
街
並
み
を
見
る
機
会
は

度
々
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
に

目
の
当
た
り
に
し
た
現
在
の
モ

ス
ク
ワ
は
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並

び
、
新
し
い
道
路
も
増
え
、
す

っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
い
た
。

講
習
会
は
モ
ス
ク
ワ
南
東
部

に
あ
る
モ
ス
ク
ワ
武
道
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
モ
ス
ク
ワ
は
じ

め
央
心
館
傘
下
の
ロ
シ
ア
各
地

や
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
ア
ル
メ
ニ

ア
か
ら
の
参
加
者
と
央
心
館
以

外
の
団
体
か
ら
の
モ
ス
ク
ワ
や

ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
、
ウ
リ
ヤ
ノ

フ
ス
ク
、
ク
リ
ミ
ア
他
各
地
方

か
ら
併
せ
て
１
５
０
名
の
参
加

者
が
３
日
間
に
亘
り
熱
心
に
稽

古
に
励
ん
だ
。

今
年
は
カ
チ
ャ
ン
氏
は
じ
め

ロ
シ
ア
の
合
気
道
の
先
駆
者
が

合
気
道
に
出
会
っ
て
３５
周
年
の

節
目
に
あ
た
る
。
３５
年
前
に
、

当
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
で
あ
っ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
合
気
道
部
の
小
野
宏
氏
が

語
学
留
学
の
た
め
モ
ス
ク
ワ
大

学
に
滞
在
、
「
合
気
道
を
や
る

日
本
人
が
い
る
」
と
い
う
情
報

を
聞
き
つ
け
た
カ
チ
ャ
ン
氏
は

じ
め
４
人
の
ロ
シ
ア
人
が
モ
ス

ク
ワ
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
場
で
合

気
道
を
習
っ
た
の
が
ロ
シ
ア
に

お
け
る
合
気
道
と
の
出
会
い
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
今
回
は
そ
れ

を
記
念
し
て
懐
か
し
い
モ
ス
ク

ワ
大
学
道
場
（
現
在
は
合
気
道

場
と
レ
ス
リ
ン
グ
場
と
し
て
併

用
）
に
お
い
て
、
記
念
講
習
会

を
開
催
、
３５
年
前
に
小
野
氏
と

共
に
合
気
道
を
始
め
た
カ
チ
ャ

ン
氏
、
マ
ト
ヴ
ィ
ー
エ
フ
氏
、

ミ
ー
シ
ャ
氏
、
ア
グ
ニ
ャ
ン
氏

の
各
指
導
者
も
顔
を
揃
え
、
こ

の
５
人
に
よ
る
特
別
演
武
も
行

わ
れ
た
。

訪
問
中
に
は
在
モ
ス
ク
ワ
日

本
国
大
使
館
の
山
本
敏
生
公
使

（
兼
広
報
文
化
部
長
）
と
も
お

話
し
す
る
機
会
を
得
、
ロ
シ
ア

に
お
け
る
合
気
道
に
今
後
も
期

待
す
る
と
の
温
か
い
お
言
葉
を

頂
戴
し
た
。
ま
た
、
国
立
モ
ス

ク
ワ
大
学
国
際
交
流
担
当
の
ユ

ー
リ
・
マ
ゼ
イ
副
学
長
と
も
お

会
い
す
る
事
が
出
来
、
今
後
国

際
武
道
大
学
等
、
日
本
の
大
学

と
の
活
発
な
交
流
を
進
め
た
い

と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
に
は
毎
年
本
部
道
場

指
導
部
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
日

本
人
指
導
者
が
訪
問
し
て
お

り
、
日
本
と
は
大
変
密
接
な
関

係
を
築
い
て
い
る
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
さ
ら

に
ロ
シ
ア
国
内
で
の
合
気
道
の

普
及
が
進
む
こ
と
を
期
待
す

る
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

栗
林
孝
典
）

露
・
登
龍
門
会

私
（
金
澤
）
は
９
月
１４
日
か

ら
１６
日
ま
で
、
ロ
シ
ア
連
邦
の

モ
ス
ク
ワ
で
活
動
し
て
い
る
合

気
道
登
竜
門
会
の
要
請
に
よ
り

講
習
会
で
指
導
を
行
っ
た
。

講
習
会
は
モ
ス
ク
ワ
市
内
の

イ
ズ
マ
イ
ロ
ボ
に
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ

れ
、
登
竜
門
会
の
会
員
の
他
、

モ
ス
ク
ワ
市
内
の
様
々
な
道
場

か
ら
参
加
、
同
じ
ロ
シ
ア
で
は

あ
る
が
バ
シ
ュ
コ
ル
ト
ス
タ
ン

共
和
国
の
ウ
フ
ァ
か
ら
は
子
供

６
名
を
含
め
１２
名
が
参
加
、
全

体
で
は
１
３
０
名
が
参
加
。

大
人
の
ク
ラ
ス
は
６
回
行
わ

れ
、
毎
回
７０
名
か
ら
９０
名
が
参

加
し
た
。
今
年
で
３
年
目
の
講

習
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
指

導
し
た
内
容
に
も
し
っ
か
り
と

反
応
し
、
稽
古
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

白
帯
の
会
員
が
し
っ
か
り
と
稽

古
し
て
い
る
と
感
じ
た

子
供
ク
ラ
ス
も
１
回
行
わ

れ
、
３０
名
の
子
供
が
普
段
と
は

違
う
日
本
人
の
私
の
指
導
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
私
の
質
問
に

積
極
的
に
手
を
挙
げ
答
え
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

最
終
日
に
は
昇
段
審
査
も
行

わ
れ
、
初
段
４
名
、
弐
段
２
名
、

参
段
３
名
、四
段
１
名
が
昇
段
。

年
々
新
し
い
参
加
者
が
増

え
、
他
の
道
場
と
交
流
す
る
こ

と
が
少
な
い
登
竜
門
会
の
会
員

に
と
っ
て
は
、
様
々
な
道
場
の

人
と
稽
古
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
。
（
本
部
道
場

指
導
部
師
範

金
澤

威
）

ＩＫＩＲＵ道場会員と入江師範

▼
内
容
‥
植
芝
守
央
道
主
の

特
別
講
習
を
は
じ
め
、
世
界

各
国
師
範
の
講
習
を
収
録
。

▼
本
篇
‥
九
時
間

▼
価
格
‥
五
、四
〇
〇
円（
税

込
み
）

▼
申
込
み
方
法
‥
名
前
、
住

所
、
電
話
番
号
、
所
属
団
体

を
明
記
の
上
ご
注
文
下
さ

い
。

▼
申
込
み
先
‥
国
際
企
画
セ

ン
タ
ー

〒
一
四
三
‐
〇
〇
二
四

東
京
都
大
田
区
中
央
五
‐
一

八
‐
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
〇
三
‐
三
七
五
五

‐
一
二
五
八

E
–

m
ail

‥

ozakisho
1818@

gm
ail.com

日
頃
か
ら
格
別
の
ご
理
解
と
ご
厚
意
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
公
財
）
合
気
会
で
は
合
気
道
の
よ
り
一
層
の
普
及
発

展
を
は
か
る
た
め
「
公
益
財
法
人
合
気
会

定
款
」
に
も

と
づ
く「
維
持
会
員
」へ
の
お
誘
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
賛
同
頂
き
ご
後
援
・
ご
援
助
を
賜
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

記

（
１
）
賛
助
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
事

業
を
援
助
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
２
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体

（
２
）
特
別
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
こ
の

法
人
を
後
援
維
持
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
１０
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体お

申
し
込
み
は
（
公
財
）
合
気
会
事
務
局
ま
で

「
維
持
会
員
」
へ
の
お
さ
そ
い

スペイン 創立５０周年記 念
講習会

１２

カ

国

か

ら

約

６

０

０

人

ルル

ーー

ママ

ニニ

アア

秋秋

季季

講講

習習

会会

ジ
ャ
カ
ル
タ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
講
習
会

露
・
モ
ス
ク
ワ
央
心
館
講
習
会



合 気 道 新 聞 第６９４号平成３０年１１月１０日（５）

「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」

・「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」

平
成
３０
年
度
日
本
武
道
青
年
代

表
団
（（
公
財
）
日
本
武
道
館
、

日
本
武
道
協

議
会
、
日
露

青
年
交
流
セ

ン
タ
ー
、
ロ

シ
ア
連
邦
ス

ポ
ー
ツ
省
、

ロ
シ
ア
武
道

連
盟
、
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
地

方
政
府
主
催

外

務

省

後

援
）
は
９
月

３０
日
か
ら
１０

月
５
日
ま
で

極
東
ロ
シ
ア

ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
市
に
派
遣
さ
れ
た
。（
公
財
）

合
気
会
か
ら
は
日
野
皓
正
本
部

道
場
指
導
部
指
導
員
、
鈴
木
昂

平
同
部
指
導
員
、
日
本
体
育
大

学
４
年
本
澤
直
季
、
二
松
学
舎

大
学
３
年
須
田
拓
也
が
合
気
道

代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

３０
日
に
は
成
田
空
港
に
て
結

団
式
・
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
団

長
の
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館

理
事
長
よ
り
「
日
本
武
道
青
年

代
表
団
の
ロ
シ
ア
連
邦
派
遣
事

業
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
若

手
の
将
来
を
担
う
多
く
の
皆
様

に
ご
参
加
を
頂
い
て
当
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
お
言
葉

が
あ
っ
た
。
壮
行
会
の
最
後
に

は
日
本
武
道
館
三
藤
常
任
理
事

・
事
務
局
長
に
よ
る
万
歳
三
唱

が
行
わ
れ
、
団
長
を
は
じ
め
と

す
る
現
代
武
道
９
団
体
、
総
勢

約
４４
名
の
団
員
を
送
り
出
し

た
。１

日
に
代
表
団
は
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
市
内
に
あ
る
在
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
日
本
国
領
事
館
に
表
敬
訪

問
し
、
現
在
の
ロ
シ
ア
の
社
会

情
勢
や
武
道
の
進
行
状
況
な
ど

の
話
を
伺
っ
た
。
続
い
て
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
州
政
府
庁
舎
（
ス
ポ

ー
ツ
省
）に
表
敬
訪
問
を
行
い
、

両
国
の
代
表
に
よ
る
記
念
品
の

交
換
が
行
わ
れ
た
。

２
日
に
極
東
文
化
ア
カ
デ
ミ

ー
に
て
行
わ
れ
た
武
道
文
化
セ

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
各
武
道
が
学

生
、
一
般
客
約
３
０
０
名
が
集

ま
る
中
演
武
を
披
露
し
た
。
ま

た
、
空
手
道
の
亀
山
歩
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
講
演
で
は

流
派
に
よ
る
構
え
、
動
き
の
違

い
や
空
手
道
の
生
い
立
ち
な
ど

を
話
さ
れ
て
い
た
。

３
日
に
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州

立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
レ
ー

ニ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）
に
て
今
回

の
メ
イ
ン
と
な
る
日
本
武
道
演

武
会
が
行
わ
れ
た
。
来
賓
と
し

て
、
ロ
シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
省

次
官
コ
シ
ロ
フ
・
セ
ル
ゲ
イ
氏
、

在
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
日
本
総
領
事

館
首
席
領
事
門
倉
俊
明
氏
、
ロ

シ
ア
武
道
連
盟
事
務
局
長
ガ
バ

ソ
フ
・
ラ
ミ
リ
氏
、
ロ
シ
ア
国

境
警
備
隊
少
将
ロ
シ
ア
英
雄
メ

ル
ズ
リ
キ
ン
・
ア
ン
ド
レ
イ
氏
、

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
政
府
ス
ポ

ー
ツ
省
大
臣
代
理
モ
ヒ
レ
フ
・

ウ
セ
オ
ロ
ド
氏
が
臨
席
し
た
。

約
１
５
０
０
名
の
観
客
が
集
ま

る
中
で
各
武
道
は
演
武
を
披
露

し
た
。
演
武
会
後
に
は
体
験
稽

古
会
が
行
わ
れ
、
各
武
道
で
観

客
と
の
交
流
を
図
っ
た
。
合
気

道
に
は
約
６０
名
程
の
観
覧
者
が

体
験
に
参
加
し
た
。

４
日
に
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市

内
の
道
場
に
て
現
地
団
体
と
の

交
流
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
日
野

指
導
員
に
よ
る
講
習
は
子
供
１

時
間
、
大
人
１
時
間
の
計
２
時

間
行
わ
れ
、
２
団
体
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
約
３０
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
参
加
者
は
稽
古
を
通
し
て

交
流
を
深
め
あ
っ
た
。
同
日
夜

に
は
現
地
の
会
場
に
て
解
団
式

を
行
わ
れ
、
５
日
に
代
表
団
は

無
事
帰
国
し
た
。

ハバロフスク地方合気道連盟と現地交流稽古を
行った

英
国
合
気
道
連
盟
（
以
下
Ｂ

Ａ
Ｆ
）
創
立
５０
周
年
記
念
講
習

会
並
び
に
演
武
大
会
は
、
１０
月

１９
日
か
ら
２１
日
ま
で
植
芝
充
央

本
部
道
場
長
を
迎
え
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
の
リ
ー
市
に
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
た
。
英
国
国
内
の
道
場
を
は

じ
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
な
ど
な
ど
国
外
８
か

国
か
ら
の
参
加
を
含
め
総
勢
約

２
５
０
名
が
参
加
し
た
。
ま
た

今
回
は
本
部
道
場
の
学
生
派
遣

企
画
と
し
て
、
合
気
道
部
に
所

属
し
て
い
る
現
役
大
学
生
７
名

が
同
行
し
た
。

稽
古
は
３
日
間
で
計
５
回
行

わ
れ
、
全
て
植
芝
本
部
道
場
長

が
指
導
を
行
っ
た
。
植
芝
本
部

道
場
長
は
基
本
技
を
中
心
に
稽

古
を
行
い
、
常
に
姿
勢
を
正
す

こ
と
、
自
分
の
中
心
で
力
を
出

す
こ
と
な
ど
を
強
調
し
た
。

様
々
な
取
り
方
で
稽
古
を
展
開

し
な
が
ら
、
取
り
方
が
変
わ
っ

て
も
技
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

ま
た
今
回
同
行
し
た
学
生
た
ち

は
皆
熱
心
に
稽
古
に
励
み
、
現

地
の
人
か
ら
は
そ
の
稽
古
に
対

す
る
姿
勢
や
態
度
に
好
評
を
得

た
。
参
加
し
た
学
生
に
も
海
外

で
の
本
部
の
活
動
を
肌
で
感
じ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
大
き

な
刺
激
と
な
っ
た
。

２０
日
夜
は
ホ
テ
ル
内
の
会
場

に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
約
１

０
０
人
が
参
加
。
そ
の
際
に
植

芝
本
部
道
場
長
よ
り
「
こ
の
５０

周
年
を
記
念
し
て
の
行
事
に
伺

う
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
５０
年
の
積

み
重
ね
が
あ
っ
て
今
が
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
合
気
道
へ
の
色
々

な
思
い
を
ぜ
ひ
次
の
世
代
に
繋

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
合
気
道
を
担

う
若
い
世
代
を
育
て
て
い
っ
て

い
た
だ
き
、
Ｂ
Ａ
Ｆ
そ
し
て
英

国
で
の
合
気
道
の
輪
が
さ
ら
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
」と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
無
事
に
閉
会
し
た
。

２１
日
午
後
に
は
記
念
演
武
会

が
開
か
れ
た
。
英
国
国
内
の
各

団
体
の
代
表
者
に
よ
る
演
武
が

行
わ
れ
、
最
後
に
植
芝
本
部
道

場
長
の
総
合
演
武
に
て
盛
大
に

締
め
括
ら
れ
た
。

今
回
の
滞
在
に
お
い
て
英
国

に
は
珍
し
く
晴
天
が
続
い
た
。

記
念
大
会
の
最
後
に
は
晴
れ
間

が
広
が
り
、
帰
路
に
着
く
人
々

の
表
情
も
ま
た
晴
れ
や
か
な
も

の
で
あ
っ
た
。

本部道場の指導

総勢２５０名が集まった

ポ
ー
ラ
ン
ド
協
会
主
催

講
習
会
を
指
導

私
（
金
澤
）
は
１０
月
１９
日
か

ら
２１
日
ま
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
合

気
道
協
会
の
要
請
に
よ
り
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
チ
ェ
コ
国
境
の
近
く

に
あ
る
ポ
ラ
ニ
ッ
ア
・
ズ
ル
ド

イ
市
で
行
わ
れ
た
講
習
会
で
指

導
を
行
っ
た
。

講
習
会
は
市
の
中
学
校
の
体

育
館
を
借
り
て
行
わ
れ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
国
内
各
地
か
ら
１
２
０

名
が
集
ま
っ
た
。
今
年
は
ポ
ラ

ニ
ッ
ア
・
ズ
ル
ド
イ
市
で
合
気

道
の
稽
古
が
始
ま
り
３５
年
を
迎

え
た
。
人
口
が
多
く
な
い
保
養

地
と
し
て
有
名
な
土
地
で
、
合

気
道
を
３５
年
間
継
続
す
る
こ
と

は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
感
じ

た
。
こ
の
地
で
指
導
し
て
き
た

ア
ン
ド
レ
イ
氏
が
講
習
会
中
、

常
に
初
心
者
の
方
と
組
み
丁
寧

に
一
緒
に
稽
古
し
て
い
る
姿
に

こ
の
継
続
の
一

端
を
う
か
が
え

た
よ
う
な
気
が

し
た
。

参
加
者
の
内

有
段
者
が
約
３

分
の
１
、
残
り

は
白
帯
の
有
級

者
で
若
い
人
も

多
い
。
団
体
と

し
て
新
し
い
会

員
が
入
っ
て
来

る
環
境
が
で
き

て
い
る
と
感
じ

る
。
ま
た
有
級

者
の
中
に
も
非

常
に
熱
心
に
稽

古
に
打
ち
込
ん

で
い
る
者
が
お

り
、
今
後
が
楽

し
み
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の

講
習
会
の
恒
例

で
は
あ
る
が
、

ポ
ラ
ニ
ッ
ア
・

ズ
ル
ド
イ
市
か

ら
車
で
２
時
間

ほ
ど
離
れ
た
ボ

ロ
ツ
ワ
フ
で
合

気
道
を
取
り
入

れ
て
い
る
学
校

か
ら
、
身
体
に

障
害
の
あ
る
若
者
４
名
が
稽
古

に
参
加
、
有
段
者
と
組
み
楽
し

そ
う
に
稽
古
を
行
っ
た
。
稽
古

後
に
は
４
名
か
ら
２
年
前
私
が

彼
ら
に
指
導
し
て
い
た
時
の
写

真
付
き
の
感
謝
状
を
頂
い
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
も
私
に
と
っ

て
は
非
常
に
新
鮮
で
、
貴
重
な

体
験
と
な
っ
て
い
る
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

金
澤

威
）

オ
ル
シ
ュ
テ
イ
ン
で
も

講
習
会
開
催

私
（
櫻
井
）
は
１０
月
１８
日
か

ら
２３
日
ま
で
、
Ａ
Ａ
Ｉ
ポ
ー
ラ

ン
ド
講
習
会
の
た
め
、
ワ
ル
シ

ャ
ワ
か
ら
車
で
東
に
３
時
間
移

動
し
、
オ
ル
シ
ュ
テ
イ
ン
を
訪

れ
た
。

金
曜
日
の
夜
、
代
表
の
ト
ー

マ
ス
・
ク
ジ
ャ
ノ
フ
ス
キ
氏
の

道
場
で
１
時
間
の
稽
古
。
約
８０

名
が
参
加
。
１
年
ぶ
り
に
お
互

い
の
動
き
を
確
認
し
、
翌
日
か

ら
の
講
習
会
に
向
け
、
気
持
ち

と
体
を
整
え
る
。

土
日
で
市
の
体
育
施
設
を
会

場
と
し
て
、
２
～
３
時
間
の
講

習
会
を
３
回
行
っ
た
。
参
加
者

約
１
９
０
名
。国
内
の
他
団
体
、

他
国
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。

各
人
、
課
題
を
感
じ
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
よ
う
と
熱
心
に
取
り

組
む
姿
勢
が
多
く
見
ら
れ
、
実

り
の
多
い
講
習
会
と
な
っ
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

櫻

井
寛
幸
）

米
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で

秋
季
講
習
会

私
（
桂
田
）
は
、
１０
月
４
日

か
ら
９
日
ま
で
Ａ
Ｗ
Ａ
（
ア
イ

キ
ド
ウ
・
ワ
ー
ル
ド
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
）
の
秋
季
講
習
会
指
導
の

た
め
、
ア
メ
リ
カ
・
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
を
訪
問
し
た
。

Ａ
Ｗ
Ａ
へ
は
２
年
に
１
度
行

っ
て
お
り
４
度
目
の
訪
問
と
な

る
。
２
時
間
と
２
時
間
半
の
稽

古
が
計
５
回
行
わ
れ
、
慣
れ
親

し
ん
だ
方
々
と
共
に
稽
古
に
勤

し
み
汗
を
流
し
た
。
年
齢
層
も

多
岐
に
わ
た
り
、
若
い
方
も
多

く
見
ら
れ
広
が
り
を
感
じ
る
も

の
と
な
っ
た
。
代
表
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
佐
藤
師
範
を
始
め
と
し

た
方
々
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
（
本
部

道
場
指
導
部
師
範

桂
田
英

路
）

桜井師範の入身投げ

合
気
道
を
正
課
に
採
用
し
て
い
る

日
本
体
育
大
学
、
国
際
武
道
大
学
で
は
、
合
気
道
が
正
課

の
授
業
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
授
業
の
中
で
、
合
気

道
を
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
は
、
よ
り

専
門
的
に
合
気
道
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
の

入
学
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
合
気
会
事
務
局
（
電
話

０３
・
３
２
０
３
・

９
２
３
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
本
体
育
大
学

国
際
武
道
大
学

ＢＡＦ創立５０周年記念講習会演武会露
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
交
流
会
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合 気 道 新 聞 （６）平成３０年１１月１０日第６９４号

【四段】
◆本部道場�舘野完◆厚木合気道クラブ
�飯嶋等◆尾張合気会�水田周作◆合気
道凱風館�大塚隆生◆健身館�友渕認◆
武友館袋井合気道場�吉筋正和、山本茂
広◆綾瀬市合気会�大石視朗◆合気道水
沢道場�小澤信行◆祥平塾�岡信太郎◆
合気道足柄聖気館�宮根健◆平塚合気会
�大久保邦彦、橋本恵輔、小林肇◆里見
八顕会本部�林俊雄◆神武塾�柑本章子
◆宮北合気会�奥村玲子◆兵庫合気会�
野村道歩◆宮崎合気道会�日�正史、谷
口吉充◆平井道場�野口壮一◆泉心塾�
�田浩治◆千住合気会�中嶋喜久世、岡
本有希子◆紀州熊野合気会�奥村浩之◆
明治大学教職員合気道クラブ�鈴木一
平、柏谷将直◆SWEDEN�A.Bergstrom
◆FRANCE�A.Dellugat、N. Riviere、 J.
Bothera◆ISRAEL�S.Golan、A.Marom、
A.Solomon◆FINLAND�R.Rajala◆DO-
MINICA�B.Reyes◆TURKEY�T.Batmaz
◆NETHERLANDS�M.Vos、O.Pols、E.
Weterings、H.Boersma、 I.Lem、H.Funk、
D. Stolp◆NEWZEALAND�N. Burnett◆
PHILIPPINES� L. Castro ◆ U. K ．� S.
Fraser、S.Gendler、G.Rieck、R.Watts、M.
Forster、 J. Williams◆ BRAZIL�D. San-
t’Ana、E.Bueno◆TATARSTAN�S.Shish-
kin◆ARGENTINA�A. Chanes、E. Mar-
turano、R.Moyano、F.Esquinasy、G.Cironi、
A.Obeid◆U.S.A．�J.Alcantara、J.Recca、
J.Taitel、V.Leitman、A.Weiner、J.Lavelle、
T.Kammerer、F.Ramos、E.Saleyda◆LUX-
EMBOURG� S. Scandizzo◆ SPAIN�A.
Badassian、D.Gormedino◆AUSTRIA�A.
Kosulin、J.Nemeth◆CZECH�J.Viktorin
◆RUSSIA�I.Chesnykh、R.Ibragimov、I.
Trifanov、E.Boldyrev、A.Yelin、A.Kozlov
◆ BULGARIA� A. Iliev ◆ ITALY� A.
Costamagna◆SINGAPORE�S. Ho◆ IN-
DONESIA�H.Mekel、B.Widyarta、I.Nurca-
hyo、P.Susilo、C.Hidayat◆韓国�石奉浚
【参段】
◆本部道場�高島可奈子、植村隆◆厚木
合気道クラブ�中村善健◆裾野合気会�
濱本裕美◆合気道凱風館�福井千珠子、
菊池眞理子、齊田都子、海野淳子、原田
徳子◆臥龍会�曽我大地◆茅ヶ崎合気会
�佐藤麻紀◆合気道石芯塾�影嶋將人、
大瀬一剛◆祥平塾�宮本佳之◆合気道神
戸�杉山義隆、矢野勝◆関道場�鳥海誠、
三角早苗◆川越道場�金井俊朗◆よみう
りカルチャー大宮�斉藤利弘◆京都近江
合気会�P.Liu◆法務省合気道部�田野
尻猛◆里見八顕会本部�大井浩一◆合気
道南田中道場�ラシド・グフィ◆合気道
練馬総合体育館道場�牧野光正◆五十嵐
道場�立松幸樹◆三菱養和会武道スクー
ル合気道塾�三原宏治◆岩手山麓合気道
日高道場�大沢和義、多田集、合川洋平
◆宮崎合気道会�伊藤晃◆気流塾�山根
敦子◆千住合気会�稲葉真◆名古屋大学
�佐藤雄基◆明治大学教職員合気道クラ
ブ�神保康紀◆新宿スポーツセンター�
福田孝昭◆富山大学�五十嵐航◆
CZECH�Z.Lunak◆ISRAEL�I.Cohen、
G.Brodnitz、E.Yahel、D.Taron◆PHILIP-
PINES�J.Bayno、M.Gancio◆CHILE�M.
Preller、C.Chacon◆ECUADOR�C.Unda
◆BRAZIL�I.Takayanagi、I.Menezes、E.
Sakoda、E.Bergonci、R.Costa、L.Ortiz、
S.Dreger、M.Schaffer、B.Silva、R.Kras、
F.Trindade、B.Requiado、M.Buttow、E.Var-
gas◆SWEDEN�G.Hamjatov、A.Lund◆
NETHERLANDS�M.Manders◆FRANCE
�Y.Michalski、C.Chort、N.Riviere、S.Tur-
pault、A.Bernizet、Y.Guille◆FINLAND
�M.Linturi、T.Hietala◆DOMINICA�G.
Garcia◆BULGARIA�M.Mineva、L.Minev
◆INDONESIA�G.Gunawan、A.Wibowo、
F.Jakub、K.Purnama、R.Saifurachman、A.
Satria、W.Susanto、J.Diroatmodjo、R.Su-
domo ◆ TURKEY� A. Erdogan ◆ NEW-
ZEALAND�B.Robinson、B.Bell、J.Gal-
braith、D.Spense◆POLAND�R.Stasik、
A.Michalowicz◆U.K．�D.Gilbert、M.Ash-
worth◆TATARSTAN�A. Sayfullin、◆
ARGENTINA�I.Sharafutdinov、W.Cues-
tas、J.Arguello、P.Arranz、P.Boetsch、A.
Lavin、H.Gimenez◆U.S.A．�M.Garrido、
C.Niskala、J.Blake、N.Harrison、A.Hoff-
mann、S.Swierzbinski、J.Kivlehan、R.Set-
low、C.Aldrich、L.Bourgouin、S.Lasher、
D.Romano、立花章夫、K.Kondell、J.Spears、
R.Brew、J.Burn、M.Lowry、J.Spencer、

D.Shroder、J.Gauer、A.Wagner◆MEXICO
�D.Hammer◆POLAND�M.Paredes、J.
Bochenski◆ SWITZERLAND�M. Plodz-
ien、K.Kellenberger、A.Naarden◆SPAIN
�A.Zeitler、I.Hirano◆GERMANY�D.Pi-
non、U.Geiser、D.Duka、N.Punkaew◆AUS-
TRIA�R.Franz、K.Kosulin◆BELGIUM
�E.Fuerst、R.Catalano、J.Cordeiro、V.Istas
◆RUSSIA�T.Belmans、M.Mikhailov、V.
Shaposhnikov、A.Makarenko、S.Perekho-
dov、A.Ostroushchenko◆AUSTRALIA�
A.Akhmedova、A.Howard、L.Pearcy、J.
Dinh、D.Davenport、N.Ho、J.Taaffe◆IT-
ALY�L.Rojas、M.Nardoni、C.Sgroi◆SIN-
GAPORE�S.Scalici、L.Long◆中国�W.
Choy◆韓国�鍾漢榮、 炳錫、方 �、
趙延培
【弐段】
◆本部道場�渡辺広晃、吉川典孝、大島
芳雄、月出雄万ロバート、長昭彦、川嶋
隆志◆多摩川合気道会�石田勝彦◆合気
道瀧田塾�中山憲和◆合気道凱風館�坂
東克則、玉岡尚志、小手川望、向井晃子、
神田貴成◆無為会�楊勇◆合気道奥州道
場�阿部優樹◆健身館�白井貞美、白井
和香那◆愛結会�山本匠悟◆綾瀬市合気
会�小林孝夫◆氣流会�渡邉弘美◆谷神
会�岩下道子◆鍬守道場�片岡彩子◆月
窓寺道場�児玉雄樹、春日竜虎、勝見公
紀◆三河合気道研究会�鈴木仁司◆合氣
道廣心会�松浦雅子◆合気道石芯塾�小
林亜樹子◆祥平塾�脇屋裕一郎、上川悟、
松尾治利、久家光晴◆合気道神戸�山本
晃平◆関道場�佐藤匡昭、村木研司、福
田一成、伊藤秀�、橋本沙絵、小宮清秀
◆辻堂道場�和田美波◆よみうりカルチ
ャー横浜�徳重知佳子、新藤裕二◆福岡
合気会�堀彩奈◆岩出道場�笹井達雄◆
合気道七尾道場�岩�由果◆五十嵐道場
�藤原崇靖、名和英海◆宮崎合気道会�
瀬尾直聡◆城下町合気道�大久保賢一◆
平井道場�橋本泰延◆かすみがうら合気
会�斉藤薫◆合気道石田塾�野口聡一◆
気流塾�吉田修一◆浦上道場�浦上ます
み、関矢晶洸、関矢直江、高濱智子◆合
気道桃林道場�尾�喜一◆合氣道清和塾
�大藪稜二郎、山田健生、新田紗己◆一
橋大学�今井春奈、久保咲月、小林裕紀、
福江皓一、安間海斗、山本貴子◆高知県
立大学�下山拓真◆埼玉大学�高野晃平
◆神奈川工科大学�簔口静穂◆青山学院
大学�遠藤モナミ、川村更紗◆津田塾大
学�豊藤櫻子◆東京大学�長倉滉平、林
蓮太朗、生駒亜梨紗、村山菜月◆明治大
学生田�尾野雄大、宇津木優樹、中桐幹
哉、田中恵太、白木伽穂莉、梶世飛亜、
山田晶子、王天藝◆立教大学�小泉竣、
長谷川羽利◆奈良県立医科大学�辻本藍
子 ◆ THAILAND � A. Kushnarev 、 Y.
Chirakijja 、 P. Ard ◆ PHILIPPINES� R.
Crisostomo、O.Benedicto、L.Tejano、S.
Posadas、C.Tolentino、J.Ibarra◆AUSTRA-
LIA�F.Brierley、J.Ormsby、C.Coetzee、
S.Lee、E.Atkinson、B.Roberts、W.Chorley、
T.Garwood、K.Crane、L.Wittick◆CHILE
�E.Moreira◆ECUADOR�J.Prada、M.Na-
simba、W.Ramos◆SWEDEN�S.Anders-
son◆U.K．�P.Redfern、T.Hegyes、K.
Packo、M.Filip、C.Gamble、U.Saleem、
C.Edwards◆MALAYSIA�W.Leong、S.
Wang 、 J. Goh ◆ NETHERLANDS�W.
Spencer 、 R. Galestien 、 D. Meijland 、 G.
Vreede、M.Hunink、R.Berg、M.Hodes、
P.Haidar、E.Wolven、L.Petra、D.Kann、
M.Broek、N.Ham、D.Tromp◆FRANCE
�N.Riviere、S.Turpault、A.Becquet◆FIN-
LAND� M. Maki 、 D. Boyadzhiev 、 L.
Nemesszeghy◆DOMINICA�A.Diaz、J.Ur-
baez◆BULGARIA�D.Angelova◆INDO-
NESIA�H. Wijaya、A. Fitranugraha、Y.
Saputra、E.Faisal、Handriyanto、D. Her-
manto、E.Winpazqara、S.Hamidi、A.Pur-
nomo◆NEWZEALAND�Z.Moerua、R.
Waller◆POLAND�S.Wesolowski、T.Ku-
jawa、K.Stefanczyk、J.Matusiak、M.Zareba
◆BRAZIL�E.Silva、 J.Sestelo、 E.Vidal、
M.Silveira、P.Silveira、F.Pagel、P.Almada、
M.Mendes、C.Pereira、V.Saturi、F.Luz、
E.Oliveira、N.Souza、M.Filho、C.Moreira、
M.Filho、D.Rosa◆SWITZERLAND�N.
Dokmanovic、C.Bozzetti◆CANADA�M.
Llamazares◆ARGENTINA�N.Germani、
J.Buffa、V.Estremador、A.Burroni、T.Reydo、
L.Veron、J.Pedulla、C.Cescuni、E.Ramallo、
J.Peralta、C.Nunez、A.Ferreyra、M.Avalos、

G.Soriano、E.Terry、K.Lindner、F.Camer-
ini◆U.S.A．�R.Arbas、A.Samiky、C.
Knight、G.Szraibman、P.Ghahramani、E.
Lin、K.Salameh、W.Lupeika、R.Hsi、R.
Layaoen、S.Mcentee、K.Valencic、G.Buz-
zard、D.Huffaker、G.Hughes、G.Carranza、
J.Smith、A.Best、R.Engel、C.Salomon、P.
Holohan、N.Barshi、G.Moffitt、M.Jouet
◆MOROCCO�K.Salaam、R. Rikaoui◆
SAUDIARABIA � U. Ogues ◆ LUXEM-
BOURG�P.Lazarov◆MACEDONIA�V.
Stojanovski 、 D. Novikov ◆ SPAIN� L.
Bouchot◆AUSTRIA�R.Loidl◆RUSSIA
�I.Tobolkin、A.Kornilov、I.Ovchinnikov、
V.Kiriliuk、I.Bedniakov、V.Bagaeva、I.Ri-
abkova 、 R. Sayfullin 、 M. Koriakov 、 O.
Efimenko、A.Osipov、R.Mukhamedzhanov、
A.Ivanov◆GERMANY�E.Bauriedl、N.Ni-
emeyer、◆GREECE�K.Koiliaris◆CROA-
TIA�W.Nieves、R.Railic、K.Crnko、I.Pe-
novic◆ITALY�A.Nanni、S.Galluzzo◆
ROMANIA� V. Militaru ◆ ISRAEL� S.
Hershkovitz、Y.Skalinsky、I.Laufer、Y.Aroch
◆ VENEZUELA � C. Munoz ◆ SINGA-
PORE�L.Wong、F.D’Souza◆中国�丁
凱欣、 光◆韓国�林相佑、鄭宗赫、趙
良晨、李在浣、李�鎬、李京珍、趙 相
【初段】
◆本部道場�石田強◆多摩川合気道会�
森屋典子、竹内茂、内藤佑斗、千田順弥
◆住吉塾�吉重しずく◆裾野合気会�大
宮山健太郎◆尾張合気会�林祐輝◆芦屋
合気会�井上蓉子◆合気道凱風館�飯田
龍成、山口嘉朱代、宮�俊弥、伊賀正道、
伊地知紀子、増田明日香、井手敬太◆無
為会�李 ◆合気道奥州道場�嶋田野亜
◆新宿スポーツセンター�國井常泰◆愛
結会�新清敏弘、師田彩花、塚本朗人、
�田佳希、柴田瑞希、門前里奈、伊藤佑
奈◆綾瀬市合気会�大石真輝、浅沼智英
◆曙合気道クラブ�福田隆俊◆笠間市体
育協会合気道部�小堤均、小堤晶子◆海
老名市合気会�青木和雄◆氣流会�渡邉
�太◆谷神会�長岡宣道、岡山睦子、山
元則男、安田一馬、鰺坂弘明◆群馬合気
会�磯�実香子、綿貫ちひろ◆月窓寺道
場�塚田裕昭◆山形道場�尾形勇輔◆山
口合気会徳山道場�八木零嗣◆渋谷区合
気道同好会�八木和子◆合気道石芯塾�
ヒグビー・ハミルトン、中村成敏◆祥平
塾�松村亜夜、植木智弘、中村和恵◆城
南合気会�國分敦智◆関道場�石川健一
◆大手前学院�伊藤誠◆天之武産合気塾
�高冨士愛子、前川拓人、新原史彬、南
井萌里、征録美穂、J.Jose◆福岡合気会
�平田飛来◆防衛省合気道連合会�栗林
茂樹◆胆振合気会�立岡雅之◆合気道昭
和道場�大宮枝里子◆野田合気会�西岡
進夫◆用賀合気道クラブ�小玉孟、朝戸
俊佑◆神武塾�近藤誠一郎、村田光章、
加藤大彰◆合気道練馬総合体育館道場�
多武保純子◆光輝会�川出真由美◆兵庫
合気会�橋本賢実、西谷充江、橋本莉渚、
鷹谷宜哉◆岩手山麓合気道日高道場�永
沼明◆城下町合気道�村井裕輔、亀山忠
司◆しらとり合気道クラブ�立松弘行◆
合氣求和会前沢道場�渡邉長次郎◆平井
道場�矢田理恵美◆かすみがうら合気会
�池畑忍◆気流塾�尾川久子◆足利市民
合気道クラブ�松村博文◆浦上道場�関
矢亨、近藤篤子、大谷浩一郎◆京都合気
道クラブ�関戸幸一◆紀州熊野合気会�
E.Ivanova、J.Kepford◆合気道清道館�
大門一茂、山下圭祐、錦 崇史◆土浦日
本大学高等学校�武田龍亮、大槻凌平、
加藤雅喜、清水菜月◆大阪府立春日丘高
等学校�松本浩年、東田彩里、中山祐希、
古志二千華、大滝優果、大石紗彩、岩角
侑奈、伊東葵、油谷�◆大阪府立四条畷
高等学校�水口真緒、寺田晴香、杉山裕
哉、島本大輝、小出海里、田村雪乃◆大
阪府立北千里高等学校�飯田響、山口ゆ
うも、中島魁星、下羅翔太郎、蒲川みる、
田口寛人、伊藤大悟、難波江柚希、坪田
涼花、高坂美波、松本もえ◆大阪府立北
野高等学校�登尾悠平、上岡由依、朝倉
瑠理、荒井建人、布引沙利香、藤本健太、
久野貴史、東紅杏、細川航輝◆大阪府立
大手前高等学校�福島桃音、荻野将太、
田中雄大、伊勢実可子、石丸巧、蓬郷修
一朗、村上菜々子、岩�雅弥、桑井孝祐、
吉村駿佑、川田真由、須山胡桃、仮屋陽
太、神藤音々、大慶桃子、角和樹、乾綾
友子、�實萌音、中村美咲、木全寛乃、
山田裕也◆英真学園高等学校�渡辺和
真、三村晃司、上達哉◆高崎経済大学�
高倉翔◆岡山大学�加藤舞◆東京女子大
学�丸山茜里◆東京大学�松田幹大、山
田大雅、朝倉海寛、松澤草汰、西川敦彦、
飛田駿、玉崎駿、�原百萌、長戸葵◆東
京農工大学�林裕人、長谷川研志郎、加
藤一生、渡邊真由、武内日陽里◆武蔵大

学�小河原洸希◆立正大学�藤田紗帆◆
富山大学�加藤大輝、 田智也、廣瀬友
詩、森春樹◆奈良県立医科大学�三好真
緒、辻野文甫◆電気通信大学�山本洸凪
◆THAILAND�K.Rasmidatta、T.Aksha-
ranugraha◆CZECH�V.Jelinkova◆PHIL-
IPPINES�J.Velandrez、A.Datu、E.Ramal-
losa、J.Daproza、J.Tan◆CHILE�R.Fuen-
tes、J.Cortez◆DENMARK�W.Pedersen
◆SWEDEN�J.Appeltofft、C.Bleckman、
C.Chan◆U.K．�N.Mccluskey、P.Smyth、
E.Mahon、G.Crellin、M.Bell、K.Marsh、
V.Linnane◆MEXICO�J.Flores、X.Cano、
R.Garcia、M.Ayar◆NETHERLANDS�N.
Uden、F.Burg、R.Hintzen、A.Schilders、
R. Eekhof 、 R. Kriele 、 A. Tolboom 、 W.
Wilschut、B.Doesburg、P.Lassooy、Q.Tran
◆FRANCE�N.Riviere、S.Turpault、R.Bre-
vet、G.Riquier、V.Gould、J.Azema、M.Ali-
zon、J.Retailleau、M.Lambrechts、C.Cord-
ier、J.Gay、S.Belgodere、N.Stern◆FIN-
LAND�A.Ristila、M.Oikola、H.Makinen、
I.Malinen、K.Pajunen、P.Kujala、M.Laitinen、
J.Heikkinen◆DOMINICA�L.Martinez◆
INDONESIA�Nurdin、N.Suryadewi、M.
Tjahjono、F.Rahmania、A.Kurniawan、A.
Gumilar、N.Sutedja、T.Ismayadi、M.Badar、
T.Sanjaya、S.Juhariah、A.Pradipta、R.Hari-
yono、M.Silaturrochim、K.Khairunnas、
M.Laksana、M.Aziz、N.Widiarta、Hermandi、
M.Wahyudi、N.Astuti、T.Faiz、D.Nubary、
G.Rowbhin、W.Adirasa、Jaenudin、B.Sutejo、
L.Dinendra、Qomaruzzaman、A.Sudrajat、
L.Mukti◆TURKEY�S.Demir、C.Unsal、
H. Keskes ◆ ISRAEL � H. Shalom 、 M.
Gwynn、A.Pritsker、H.Peles◆SAUDIARA-
BIA�Y.Fattah、M.Johani◆POLAND�T.
Jaminski、N. Rybak 、 M. Blicharski 、 M.
Jaroszczuk 、 K. Batko 、 M. Perczak 、 L.
Rutkoliski、P.Wojecki、M.Boczkowski、
M.Wojciechowski、T. Idzi、W.Czarniecki
◆BRAZIL�D.Rocha、J.Almeida、R.Souto、
V.Queiroz、J.Nicloti、M.Filho、N.KuroseJr．、
S.Andrade、U.Silveira、A.Boelter、F.Can-
querini、L.Silva、J.Facchi、M.Melo、D.Port、
F.Lopes、E.Monteiro、W.Azevedo、A.San-
tos、L.Pinto、F.Vasques◆TATARSTAN
�G.Cerceil、R.Gibadullin、S.Ibragimov、
D. Muradimov、D. Notik◆U. S. A．�B.
Davies、C.Poon、C.Stevens、T.Tauscher、
J.Thompson、S.Lowe、T.Willeford、B.Cox、
C.Trengrove、C.Thomsen、O.Hauser、S.
Kiebdaj、P.Onge、R.Gutierrez、A.Melnick、
J.Tanner、J.Liao、D.Beyea、M.Kidwell、
A.Vegelante、L.Dobbs、A.Koppel、A.Ellis、
P.Fink、E.Hedenborg、E.Schnipper、P.Her-
pen、R.Maciuk、G.Templin、A.Rangnekar、
H. Loch 、 M. Kirsling 、 M. Barkov 、 M.
Johnston、M.Kelly、F.Moman、D.Tarr、
M.Tarr、D.Williams、C.Pummill、W.Barlow、
R. Moore ◆ GERMANY � C. Jehle 、 C.
Haschke、R.Grosse◆AUSTRALIA�B.Car-
ter、D.Chittenden、S.Lack◆MALAYSIA
�王永霖、李玉麗、李玉 、 欣 ◆RUS-
SIA� A. Lebedev 、 V. Kharchenko 、 M.
Bulyga、E.Melnikov、M.Malmygin、A.Che-
godaev、V.Klimovskaia、A.Savinykh、A.
Minaev、R.Pishnograev、A.Golova、E.Kotel-
nikov、R.Omarov、T.Mazitov、B.Toleutaev、
R.Vlasov、D.Yurchenko、M.Sologubov◆
ARGENTINA�E.Flamenco、 M.Mansilla、
P.Ituren、S.Osorio、M.Severino、A.Gan-
dolfo、L.Pinedo、C.Irigoyen、R.Bruno、
A.Barahona、S.Skogman、J.Yramay、M.
Molina、M.Cardis、G.Aguirre、O.Nazar、
M.Lopez、E.Caamano、L.Moreno、D.Flores、
F.Etchart◆MACEDONIA�R.Danchenkov
◆UKRAINE�V.Larin◆SWITZERLAND
�M.Pejovic、F.Nicastro、M.Lehmann◆
SPAIN�D.Perez、D.Pallares、D.Arias、J.
Tenedor、J.Barbero、N.Aguilar、O.Monje、
A.Boza、G.Orlando、M.Tirreno、W.Truini、
K.Lima、N.Lupascu、G.Dumont◆AUSTRIA
�D.Hobert、T.Hobert、D.Falk、S.Horner
◆BELGIUM�D.Golmar、S.Limina、F.
Rede、C.Laurent、M.Bleau◆BULGARIA
�A.Bakalov、M.Chirpanliev、Y.Aladzhov
◆CROATIA�D.Pavlovic、P.Findrik、A.
Cobic、M.Grbavac、R.Kralj、A.Telfizian、
A.Djakovic、D.Nikolic、S.Stasevic◆ITALY
�E.Giordano、M.Maron、A.Spina、E.Stan-
chi、M.Milanovic、D.Ljubic、C.Callegari、
G.Susaj、L.Maury◆MOROCCO�R.Hafez、
J.Belmir、H.Bouhmad、A.Hammou、M.Hosni
◆ROMANIA�A.Crainic、L.Stan◆SIN-
GAPORE�A.Sunaryo、Y.Chua、長江小
百合◆中国� 霜、李梓 、K.Cam-
bourn、C.Lickfold、R.Lickfold◆韓国�R.
Correll、金正哲、李圭明、朴在榮、申東
	、李廷弼、朴培緒、
 誠、
隘誠、
金江�、朴泰俊、李東民、權五亨、全炯
俊、朴炳浩、崔殷碩

各各道道場場のの昇昇段段者者
３０年９月１０日～

３０年１０月１４日

（公財）合気会登録


